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天

文

九

年
庚

子

年

、

廣

忠

御

十

五

歳

の

暮

に

刈

屋

の

水

野

下

野

殿 との

の

妹

聟

に

被

為

成

給

ひ

て

廣

忠

御

歳

十

七

の

暮

に

天

文

十

一

年
壬

寅

年

十
二
月
廿
六
日
に

竹

千

代

様

御

誕

生

家

康

公

是

也

、

天

文

十

六

丁

未

年

竹

千

代

様

六

歳

の

御

時

、

御

幼

少
ニ

て

御

人

質

に

駿

河

へ

御

越

被

成

候

ハ

、

皆

々

何

と

被
思
召
候
哉
、
と
い
へ
ハ
、
大
久
保
新
八
郎
申
ハ
、
一
段

可

然

候

、

御

名

乗

ハ

家

康

、

爰

元

難

行

を

御

遁

れ

候

て

よ

し

、

ま

た

ハ

廣

忠

ゟ

家

康

ゑ

一 ※

円

御

構

な

き

所

、

不

審

に

存

候

間

、

是

以

駿

河

へ

御

下

候

ハ

吉

也

、

此

殿

ハ

御

生

つ

き

は

何
と
御
座
候
共
、
只
人
に
て
ハ
無
御
座
候
、
御
目

の
内 ※

瞳 ひと

子 ミ

二
ツ
有
、
此
人
に
お
ゐ
て
ハ
御
代
々
を

能
可
被
継
御
生
付
也
、

何
（
い
ず
れ
）

も
の
子
達
、
我
等
共

の
子
の
代
め
て
た
く
さ
か
へ
可
申
也
、
只
早
々
駿
河

ゑ

越

被

申

、

御

跡

に

て

心

安

合

戦

可

仕

也

、

此

儀

各

何

と

被

思

召

候

哉

、

と

言

け

れ

は

、

何

も

一

段

尤

也

、

明

日

御

城

へ

御

出

候

て

此

由

可

申

上

候

也

、

廣

忠

、

皆

々

共

に

御

戦

の

御

異

見

も

御

聞

可

有

候

得

共

、

一

円

御

構

も

な

く

、

尤

と

計
御
意
候
ハ
、
迚
も

毎
（
つ
ね
の

物
も
の
）

御
聞
被
成
間
敷
、
と

存

候

也

、

下

々

に

も

異

見

申

候

得

共

、

我

か

智

恵

才

覚

に

慢

し

、

左

程

の

事

ハ

存

知

候

も

の

と

思

ひ

、

あ

ら

そ

ひ

候

て

不

入

事

と

思

ひ

一

段

尤

と

申

て

有

も

の

ハ

更

に

き

か

ぬ

物

也

織

田

弾

正

、

は

や

四

方

に

五

ツ

六

ツ

の

取

出

を

（
一
五
四
〇
）

（
一
五
四
二
）
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と
り
候
上
は
一
国
一
城
の
様
な
る
か
、
駿
河
・
今
川
殿

を

御

頼

被

成

御

加

勢

を

入

可

被

成

候

、

と

申

上
候
へ
ハ
、
此
義
ハ
駿
河
へ
被
仰
遣
け
れ
ハ
、
今
川

と
の
御
返
事
に
、
加
勢
の
事
ハ
安
き
義
也
、
但
人

質
を
給
候
へ
、
其
上
加
勢
を

参
（
ま
い
ら
）

せ
ん
、
と
仰
け
れ
ハ

さ

ら

は

と

被

仰

、

天

文

十

六
丁

未

年

、

竹

千

代

様

御

六

歳

に

て

人

質

に

駿

河

へ

御

下

向

、

西

郡

に

て

御

船

に

め

さ

れ

て

田

原

へ

御

着

給

ひ

て

田

原

よ

り

駿

河

へ

御

下

向

可

被

成

と

の

義

な

り

田
原
の
戸
田
小
弼
殿
ハ
廣
忠
の
御
為
に
（

は

）

舅
也

竹

千

代

様

の

御

為

に

ハ

継

母

祖

父

也

、

然

共

戸

田

小

弼

、

織

田

弾

正

忠

へ

永

楽

千

貫

文

に

竹

千

代

様

を

売

給

ふ

也

、

う

ら

れ

さ

セ

給

て

又

御

舟

に

め

し

、

熱

田

宮

へ

着

給

ひ

て

大

宮

司

に

預

ケ

ら

れ

給

ひ

て

翌

年

迄

お

は

し

ま

す

、

廣

忠

の

仰

に

は

、

其

方

へ

出

し

た

る

事

な

れ

ハ

何

と

成

共

存

分

次

第

、

と

て

終

に

御

も

ら

ひ

な

か

り

け

り

織

田

弾

正

忠

も

理

悲
（
非
）

な

く

あ

た

る

へ

き

や

う

な

け

れ

は

打

過

ぬ

、

是

ハ

駿

河

へ

の

人

質

也

殺

し

申

て

は

今

川

殿

へ

ハ

弥

（
い
よ
い
よ
）

敵

、

又

廣

忠

ゑ

ハ

御

子

の

敵

に

成

給

へ

ハ

、

何

と

も

可

仕

や

う

な

か

り

け

り

、

然

処

に

今

川

殿

被

仰

け

る

は

、

廣

忠

よ

り

人

質

は

来

れ

と

も

、

脇

ゟ

盗

と

り

て

敵

方

へ

売

申

事

ハ

不 ※

及

是

悲
（
非
）

其

上

に

も

織

田

弾

正

と

廣

忠

と

一

味

ハ

な

し

侍

の

義

理

ハ

見

へ

た

り

、

此

上

ハ

廣

忠

を

見 ※

つ

き

て

加

勢

を

可

遣

と

て

臨

済

寺

の

（
一
五
四
七
）
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雪

斎

長

老

に

各

（
お
の
お
の
）

を

仰

付

て

駿

河

・

遠

江

・

東

三

河

三
ケ

国

の

人

数

を

催

て

加

勢

有

け

る

雪

斎

、

駿

河

を

立

給

ひ

け

り

、

織

田

弾

正

ハ

上

和

田

へ

引

入

、

其

よ

り

安

城

へ

引
而

、

安

城

に

は

舎

弟

織

田

三

郎

五

郎

殿

を

置

給

ひ

て

弾

正

ハ

清

須

へ

引

入

給

ふ

、

あ （

つ 小

き 豆

坂
坂

）

の

合

戦

と

申

候

也

天

文

十

七

戊

申

年

家

康

公

御

帰

安

城

を

責

取

て

織

田

三

郎

五

郎

生

取

て

、

雪

斎

長

老

、

織

田

弾

正

へ

使

を

立

て

、

人

質

替

な

り

其
時
家
康
公
、
熱
田
よ
り
御
帰
、
七
歳
の
御
時
也

天

文

十

八

己

酉

年

廣

忠

御

卒

去

竹

千

代

様

御

八

歳
ニ

て

駿

河

国

へ

御

下

り

、

駿

府

に

少

将

の

宮

の

町

に

御

十

九

歳

迄

御

座

其

内

義

元

よ

り

元

の

字

を

被

遣

、

松

平

次

郎

三
郎
元
康
と
申
奉
り
し
也

永

禄

元

戊

午

年

、

御

十

七

歳

に

て

義

元

為

御

名

代

高

の

兵

粮

入

を

被

仰

付

、

三

河

へ

御

越

、

諸

人

是

を

奉

悦

也

、

元

康

、

大

高

へ

兵

粮

可

被

入

候

、

見

分

し

て

可

参

と

仰

け

れ

ハ

鳥

井
（
居
）

四
郎
左
衛
門
・
杉
浦
藤
次
郎
・
内
藤
甚
五
右
衛
門
・

内
藤
四
郎
左
衛
門
・
石
川
十
郎
左
衛
門
な
と
参
て
見
分

す
る
、
今
日
の
兵
粮
入
は
如
何
可
有
候
哉
、
敵
陣

を

持

候

と

申

上

候

処

へ

杉

浦

八

郎

五

郎

参

て

申

上

候

ハ

、

早

々

兵

粮

御

入

可

有

と

申

上

る

各

被

申

候

ハ

、

敵

き

ほ

ひ

て

陣

を

持

た

る

と
い
へ
は
、
八
郎
五
郎
申
ハ
、
い
や
〳
〵
敵
ハ
陣
は

不

持

候

、

御

旗

竿

を

み

て

山

の

敵

下

へ

（
一
五
四
八
）

（
一
五
五
八
）
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お

ろ

さ

は

陣

を

持

た

る

成

へ

し

、

御

旗

先

を

見
て
下
な
る
敵
か
上
へ
あ
か
り
候
へ
ハ
、
兎
角
に
敵
ハ

武
者
を
ハ
持
ぬ
敵
に
て
候
間
、
は
や
〳
〵
入
さ
セ

給
へ
、
と
申
け
れ
は
、
八
郎
五
郎
か
申
こ
と
く
也

は
や
入
候
へ
と
被
仰
、
押
立
て
い
れ
さ
セ
給
へ
ハ

難

な

く

入

給

ひ

て

引

退

給

ふ

、

大

高

の

兵

粮

入

、

と

申

て

御

一

大

事

也

、

然

間

信

長

も

清

須

へ

引

入

た

も

ふ

、

元

康

、

此

時

御

十

七

歳

に

て

御

覚

の

は

し

め

武

辺

の

道

の

御

積

り

少

も

違

な

く

被

仰

出

、

何

事

も

あ

た

な

る

御

事

な

し

と

て

、

諸

人

肝

を

け

し

感

涙

を

流

悦

候

也

、

其

よ

り

岡

崎

ゑ

引

入

給

ふ

永

禄

元

戊

午

年

、

尾

張

衆

、

寺

部

の

城

へ

入
（
責

入

責 る）

也

、

押

寄

給

ひ

て

外

曲

輪

を

押

破

り

放

火

を

被

成

御

引

取

、

又

翌

日

に

ハ

梅

か

坪

の

城

、

尾

張

衆

持

を

押

込

給

ひ

け

れ

は

城

よ

り

出

て

防

戦

と

い

へ

と

も

付

入

に

し

て

外

構

へ

追

入

、

二

三

の

丸

迄

焼

払

、

首

数

多

討

捕

之

、

其

よ

り

岡

崎

へ

引

入

給

ひ

て

又

次

の

日

に

ハ

広

瀬

の

城

に

ハ

佐

久

間

平

兵

衛

押

寄

給

ひ

け

れ

ハ

、

城

よ

り

進

ミ

出

良 やゝ

し

は

ら

く

戦

ひ

け

る

か

、

押

立

ら

れ

引

て

入

を

追

付

て

あ

ま

た

討 うち

捕 とる

、

岡

崎

へ

引

入

給

ひ

て

、

又

次

の

日

に

は

衣

の

城

に

坂
（
板
）

倉

弾

正

有

し

を

押

寄

給

ひ

け

れ

ハ

、

城

よ

り

出

て

暫
し
ハ
ら
く

戦

け

る

か

押

立

ら

れ

て

引

て

入

を

追

付

て

余 あま

多 た

打

捕

、

構

を

や

ふ

ら

れ
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放

火

し

て

引

退

給

ひ

岡

崎

ゑ

打

入

給

ひ

無

程

駿

州

へ

帰

ら

せ

給

、

御

譜

代

の

衆

悦

事

無

限

、

此

殿

様

駿

河

に

て

御

遊 ゆ

山 さん

見

物

事

、

結

構

成

事

の

ミ

御

覧

し

御

浦
（

う

ら

山
や

ま

し

敷
く

）

思

召

入

て

、

弓

矢

の

道

何 （如

□ 何

□ ガ）

御
座

候
ハ
ん
と
明
暮
悲

し
く
案
し
此

ヨ

リ

正

本

無

之

由

参

せ

候

へ

ハ

、

さ

て

も

清

康

の

御

勢

よ

り

御

威

勢

の

つ

よ

さ

よ

中

々

筆

に

も

尽

か

た

し

、

我

々

共

百

姓

に

成

て

世

を

送

り

候

も

此

殿

を

一

度

岡

崎

ヘ

入

申

度

と

朝

夕

存

候

也

、

目

出

度

と

思

へ

ハ

感

涙

な

か

れ

て

も

の

申

事

も

難

成

候

と

悦

け

り

、

永

禄

三

庚

申

年

、

義

元

、

尾

張

国

へ

出

馬

に

付

、

元

康
ニ

も

御

供

と

て

御

立

被

遊

候

、

御

歳

十

九

也

、

大

高

に

は

鵜

殿

長

門

番

手

に

居

也

、

是

ハ

義

元

方
也
、
信
長
よ
り

ほ
（

棒

う ）

山
の
取
出
を
取
、
佐
久
間

を

お

か

れ

候

、

佐

久

間

、

取

出

を

堅

固

に

守

て

指

居

た

る

を

同
年
（

永

禄

三

年

）

五
月
十
九
日
に
元
康
に
責
給
へ
と
有

け

れ

ハ

、

本

来

進

む

殿

な

れ

ハ

則

押

寄

て

責
給
へ
ハ
、
こ
ら
へ
す
し
て
佐
久
間
切
て
出
け
る

が

運

も

つ

き

す

や

討

も

ら

さ

れ

て

落

て

行

、

家

の

子

郎

等

共

を

は

こ

と

〳
〵

く

被

捕

討

、

松

平

善

四

郎

殿

・

筧

又

蔵

殿

も

打

死

也

其

後

大

高

の

城

番

を

元

康

被

仰

付

也

同
年
五
月
十
九
日
に
、
信
長
、
三
千
計
に
て
切
て

懸
セ
給
へ
ハ
、

悉
こ
と
〳
〵
く

は （

い 敗

ぐ 軍

ん ）

し
て
、
義
元
を
ば

毛

利

新

助

、

場

さ

ら

す

討

捕

之

也

、

鳴

海

（
一
五
六
〇
）
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の
城
、
岡
部
五
郎
兵
衛
持
堅
め
有
し
か
、
信
長
を

請

て

責

ら

れ

、

降

参

し

て

城

を

渡

し

其

上

に

て

信

長

へ

申

、

義

元

の

し

る

し

を

申

請

て

駿

河

へ

下

る

に

て

、

義

元

ハ

討

死

し

給

ふ

由

承

也

、

其

儀

な

ら

ハ

早

々

御

引

払

ハ

セ

尤

の

由

各

申

上

け

れ

ハ

、

元

康

仰

に

ハ

た

と

へ

義

元

打

死

あ

り

と

て

も

、

何

方

よ

り

も

然 しか

と

し

た

る

事

を

不
（

申

し

申
来

た

ら

来
ず

）

城

を

明

て

退

、

若

又

偽

り

に

も

あ

る

な

ら

は

、

義

元

に

二
度
（
と
）

面
（
お
も
て
）

を

向
（
む
け
）

ら
れ
ん
や
、
其
上
人
の
笑
ひ
く
さ

と

成

な

ら

は

命

存

て

セ

ん

な

し

、

然

は

何

方

ゟ

も

し

か

と

し

た

る

事

な

き

内

は

退

間

敷

、

と

仰

け

る

所

へ

小

川

よ

り

水

野

四

郎

左

衛

門

殿

よ

り

浅

井

六

之

助

を

使
ニ

し

て

其

許

ハ

御

油

断

と

見

へ

た

り

、

義

元

ハ

討

死

な
れ
ハ
、
明
日
信
長
、
其
元
へ
押
寄
セ
ら
る
へ
し

今

夜

の

内

に

御

支

度

有

て

早

々

引

退

可

有

之

候

也

、

然

ハ

我

等

に

参

御

案

内

を

申

て

早

々

御

供

申

セ

、

信

長

、

押

寄

給

ハ

ヽ

大

事

と
成
へ
し
、
と
四
郎
左
衛
門
申
さ
れ
候
間
、
我
等
ニ

三

百

貫

被

下

給

へ

、

御

供

申

さ

ん

、

と

て

知

行

を

ね

き

り

、

御

案

内

を

も

う

さ

ん

と

言

、

水

野

四

郎

左

衛

門

殿

ハ

聞

給

ひ

て

腹

を

立

、

に

く

き

や

つ

は

ら

め

、

成

敗

を

致

度

と

申

さ

れ

候

へ

共

て
き
味
方
の
事
な
れ
ハ
不
及
力
、
四
郎
左
衛
門
殿
方
ゟ

申

来

候

へ

共

敵

方

也

、

味

方

ゟ

申

来

ル

な

ら

ハ

可

退

と

被

仰

処

へ

岡

崎

入

番

の

衆

よ

り

義

元

ハ

討

死

被

成

候

間

、

早

々

此

城 しろ

を

渡

し
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可

申

と

申

来

に

付

、

大

高

を

御

払

ひ

岡

崎

ま

て

御

越

候

へ

と

も

、

御

城

に

駿

河

衆

持

て

在

之

故

、

氏

真

へ

仕

付

の

た

め

に

御

辞

退

有

て

請

取

セ

不

給

、

直
ニ

大

樹

寺

へ

御

越

候

へ

は

駿

河

衆

、

岡

崎

の

城

を

明

て

退

け

れ

は

、

其

時
御
城
へ
う
つ
ら
せ
給
ふ
也
、
板
倉
弾
正
、
中
嶋
の

郷

に

て

松

平

主

殿

助

へ

被

仰

付

、

御

成

敗

候

処

に

打

も

ら

し

、

岡

の

城

ゑ

来

り

て

持

所

に

岡

崎

よ

り

押

寄

セ

給

ひ

て

責

落

給

へ

ハ

、

板

倉

ま

た

落

て

東

三

河

へ

行

同
年
（
永
禄
三
年
）
、
広
瀬
の
城
に
わ
（
は
）

佐
久
間
有
け
り

御

働

被

成

、

押

詰

て

構

き

わ

に

て

は

け

し

く

セ

り

合

有

て

押

込

、

曲

輪

を

や

ぶ

り

数

多

打

取

て

引

給

ふ

、

同

年

く

づ

か

け

の

城
ニ

ハ

駿

河

衆

有

、

押

寄

て

町

を

や

ふ

り
（

破

り

）

放

火

し
て
入
給
ふ
、
同
年
（

永

禄

三

年

）

、
衣
の
城
へ
押
寄
て

数

多

打

取

て

引

給

ふ

、

是

ハ

吉

良

殿

衆

也

又

有

時
（

或

時

）

ハ

梅
カ

坪

の

城

へ

御

働

有

て

町

を

や

ふ

り

て

引

給

ふ

、

是

ハ

信

長

衆

也

、

有 （或

時 時）

者

同

年

小

川

へ

御

働

有

け

れ

ハ

、

小

川

ゟ

も

石
カ

瀬

迄

出

て

セ

り

合

有

也

、

有

時

は

同

年

、

寺

辺

の

城

へ

御

働

、

押

懸

て

城

を

乗

取

給

ふ

同

年

、

刈

谷

へ

御

働

有

て

刈

屋

ゟ

十

八

丁

出

て

戦
ひ
け
り
、
有
時
ハ
各
鑓
合

同
年
、
長
沢
へ
御
働
有
、 ※

ミ
（
と
）

や
カ

祢
の
城
へ
押
寄

て

荒

く

あ

て

給

ふ

、

有

時

ハ

各

鑓

合

同

、

西

尾

の

城

へ

御

働

、

是
ニ

而

も

各

鑓

合
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同
、
東
祥
（

東

条

）

の
城
へ
御
働
各
鑓
合
、
又
有
時
は

同

、

衣

の

城

へ

押

寄

給

ひ

て

各

鑓

合

小

川

・

衣

・

石
カ

瀬

迄

出

て

鑓

合

同

年

、

梅
カ

坪

へ

御

働

、

是

に

て

各

鑓

合

、

此

城

ゑ

二

三

ケ

年

ハ

月

の

内

に

五

度

三

度

ツ

ヽ

油

断

な

く

御

働

有

て

、

其

後

ハ

信

長

と

御

和

談

候

て

よ

り

此

城

へ

御

働

な

し

同

、

東

条

の

城

へ

義

あ

き

ら
（

義

昭

）

也

同

、

西

尾

の

城

へ

ハ

牛

久

保

の

牧

野

新

次

郎

を

留

守

居

也

同

、

松 ※

平

主

殿

介

殿

、

中

嶋

の

城

に

御

味

方

同
、
荒
川
殿
ハ
よ
し
あ
き
ら
（

義

昭

）

に
逆
心
を
し
て

家

康

の

御

手

を

と

り

て

荒

川

へ

引

入

也

同

、

西

尾

の

城

に

て

日

々

夜

々

に

セ

り

合

け

れ

は

、

牧

野

新

次

郎

、

城

を

渡
シ

て

牛

久

保

へ

行

同
、
東
条
の
城
へ
押
寄
て
取
出
を
取
給
ふ
、
又
ハ

同

、

藤 （

な 藤

ミ 波

な 畷

わ

て ）

に

て

九

月

十

三

日

に

は

け

し

き

セ

り

合

有

て

義 ※

明

の

お

と

な

の

昌 ※

永

半 ※

五

郎

討

死

也

桜

井

の

松

平

将

監

殿

、

荒

川

殿

と

言

合

て

へ

つ

し

ん
（

別

心

）

な

り

上

野

酒

井

将

監

殿

別

心

也

、

東

参

河

ハ

土

呂

長

沢

針

崎

五

位

野

寺

赤

坂

義

明

荒

川

酒

井

将

監

一

騎

永

禄

五
壬

戌

年

十

月

ゟ

野

寺

よ

り

初
（

始

）

る

也

永

録
（
禄
）

癸

亥

年

正

月

よ

り

各

門

徒

寄

合

て

談

合

也

野

寺

へ

備

籠

衆

（
一
五
五
八
）（

一
五
五
九
）
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大
津
半
右
衛
門

犬
塚
甚
左
衛
門

犬
塚
八
兵
衛

大
塚
又
内

大
塚
善
兵
衛

二 ※

見
三
右
衛
門

中
川
太
左
衛
門

牧

吉
蔵

石

川

等
（
党
）

加

藤

等
（
党
）

本

多

等
（
党
）

手

嶋

等
（
党
）

右
の
外
ハ
こ ※

ゝ
わ
の
衆
・
小
侍
共
に
弐
百
四
五
拾
騎
計
也

佐

々

木

の

寺

内

に

備

籠

衆

倉
地
平
左
衛
門

小
泉 イ谷
甚
左
衛
門

太
田
彦
六
良

安
藤
金
助

山
田
八
蔵

安
藤
太
郎
左
衛
門

太
田
弥
太
夫

太
田
善
太
夫

安
藤
治
右
衛
門

鳥
居
又
右
衛
門

加
藤
無
手
之
助

矢
田
作
十
郎

戸
田
三
郎
右
衛
門

右
の
外
百
騎
余
小
侍
共
ハ
数
多

六
※
（
野

栗 羽）
の
郷
中
に
、
夏
目
次
郎
左
衛
門
、
屋
敷
城
を

持

て

有

之

所

を

、

ふ （

か 深

う 溝

す ）

に

ハ

松

平

主

殿

殿

と

度

々

に

取

合

候

処

を

、

主

殿

殿

押

寄

て

生

捕

に

な

さ

れ

被

為

御

置

候

、

松

平

七

郎

殿

ハ

大
草
の
城
お
（

を

）

持
一
揆
と
一
味
也

土

呂

に

備

籠

衆

大
橋
傅
市

石
川
半
三
郎

佐
橋
甚
兵
衛

佐
橋
甚
五
郎

大
見
藤
六
郎

石
川
善
五
郎

石
川
源
左
衛
門

佐
橋
覧
之
助

大
橋
左
馬
之
助

江
原
孫
三
郎

本
多
甚
七
郎

石
川
十
郎
左
衛
門

石
川
新
九
郎

石
川
新
七
郎

石
川
太
八
郎

石
川
右
衛
門
八
良

石
川
又
十
郎

佐
野
与
八
郎

江
原
又
助

内
藤
弥
十
郎

山

本

才
蔵

松

平
半

助

尾

野
新

平

今

井

源

四

郎

山
本
小
次
郎
く
わ
つ
く
わ
い

左
五
介

黒
柳
次
郎
兵
衛

成
瀬
新
蔵

岩
城
忠
七
郎

本
多
九
三
郎

三
浦
平
三
郎

山
本
四
平

阿
佐
美
主
水

阿
佐
美
金
七
郎

加
藤
小
左
衛
門

平
野
甚
五
郎

黒

柳

彦

介

其

外

兵

共

七

八

拾

騎

、

小

侍

共

に

百

騎

余

籠

上

野

の

城

に

酒

井

将

監

殿
江

籠

た

る

衆

足
立
右
馬
之
助

鳥
居
四
郎
左
衛
門

高
木
九
助

足
立
弥
市
郎
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芝
山
小
兵
衛

鳥
居
金
五
郎

本
多
弥
八
郎

柳
原
七
郎
右
衛
門

大
原
左
近
右
衛
門

近
藤
傳
次
郎

酒
井
作
右
衛
門

其
外
右
の

衆
に
お
と
ら
ぬ
衆
数
多

針

崎

の

寺

内

へ

備

籠

衆

蜂
屋
半
之
丞

筧
助
太
夫

渡
邊
玄
蕃

渡
部
八
右
衛
門

渡
部
八
郎
三
郎

渡
部
八
郎
五
良

渡
部
源
蔵

渡
部
平
三
郎

渡
部
半
蔵

渡
部
半
七
郎

渡
部
墨
右
衛
門

久
世
平
四
郎

浅
井
善
六
郎

浅
井
小
吉

浅
井
五
郎
作

波
田
孫
七
郎

近
藤
新
一
郎

黒
柳
孫
左
衛
門

黒
柳
金
十
郎

本
多
喜
蔵

加
藤
善
蔵

浅
岡
新
十
郎

加
藤
次
郎
左
衛
門

佐
野
十
八
太
夫

加
藤
源
二
郎

朝
岡
新
八
郎

犬
塚
七
蔵

加
藤
傳
十
郎

加
藤
源
蔵

加
藤
一
郎
九
郎

加
藤
又
三
郎

成
瀬
新
兵
衛

坂
部
又
六
郎

坂
部
因
獄

坂
部
庄
之
助

坂
部
桐
之
助

坂
部
酒
之
丞

坂
部
又
蔵

右
の
外
小
侍
衆
数
多
有

御

味

方

の

衆

酒
井
雅
楽
頭

酒
井
左
衛
門
尉

石
川
伯
耆
守

石
川
日
向
守

内
藤
三
左
衛
門

内
藤
喜
市
郎

本
多
肥
後

本
多
平
八
郎

本
多
豊
後
守

植
村
出
羽
守

上
村
庄
右
衛
門

植
村
十
内

鵜
殿
七
郎
三
良

松
平
彌
右
衛
門
殿

松
平
孫
九
郎
殿

松
平
次
郎
右
衛
門
殿

松
平
金
助
殿

鳥
居
又
五
郎

鳥
居
伊
賀
守

加
藤
ひ
ね
之
助

加
藤
九
郎
次
良

加
藤
源
四
良

三
津
藤
蔵

同

小
太
夫

小
栗
大
六
郎

同

弥
左
衛
門

上
野
三
郎
四
良

青
生
長
蔵

お
し
か
り
殿

中
根
藤
蔵

同

権
六
郎

同

喜
蔵

成
瀬
藤
蔵

榊
原
摂
津
守

榊
原
隼
之
助

榊
原
小
兵
衛

山
田
清
七
郎

山
田
渋
右
衛
門

伊
藤
市
左
衛
門

松
井
左
近

香
村
半

七
（
十
）

良

中
根

毘
（
肥
）

野

中
根
源
二
郎

中
根
甚
太
郎

中
根
新
左
衛
門

中
根
弥
太
郎

中
根
喜
三
郎

天
野
三
郎
左
衛
門

天
野
三
郎
兵
衛

天
野
甚
四
郎

天
野
助
太
夫

天
野
清
兵
衛
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天
野
傳
右
衛
門

天
野
又
太
郎

山
田
平
八
郎

芝
田
七
九
郎

渥
美
太
郎
兵
衛

加
藤
播
磨
守

平
岩
七
之
助

青
山
喜
太
夫

今
村
喜
兵
衛

長
見
新
右
衛
門

青
山
牛
太
夫

近
藤
馬
こ
（
古
）

左
衛
門

青
山
善
四
郎

平
岩
五
左
衛
門

河
黒
久
助

河
上
十
左
衛
門

久
目
新
四
郎

八
国
弥
九
郎

ほ
つ
ら
藤
三
郎

酒
井
下
総
守

細
井
喜
八
郎

大
竹
源
太
郎

小
栗
助
兵
衛

小
栗
仁
右
衛
門

安
藤
九
助

池
野
嶋
之
助

池
野
水
之
助

吉
野
助
兵
衛

遠
山
平
太

鳥
居
露
之
助

高
井
平
八
郎

筒
井
与
右
衛
門

筧

圖
書

筧

牛
之
助

土
屋
甚
助

土
屋
甚
七
郎

林

藤
五
郎

内
藤
甚
五
左
衛
門

内
藤
四
郎
左
衛
門

松
山
山
城
守

杉
浦
藤
次
郎

山
田
彦
八
良

右

の

外

岡

崎

に

数

多

御

味

方

御

手

先

へ

出

る

者

な

り

針

崎

ハ

敵

方

也

、

向

衆

ハ

上

和

田

に

は

大

久

保

一

類

也

大
久
保
五
郎
右
衛
門

同

甚
四
郎

同

新
八
良

同

弥
三
郎

同

新
七
郎

同

弥
八
郎

同

甚
七
郎

同

三
助

同

喜
六
郎

同

与
市
郎

同

新
蔵

同

与
次
郎

同

九
八
郎

宇
津
野
京
三
郎

筒
井
甚
六
郎

杉
浦
八
郎
五
良

杉
浦
弥
七
良

松
山
久
内

松
山
市
内

市
川
半
兵
衛

田
中
彦
三
郎

御
味
方

土
井
の
城
ニ

ハ

本
田
豊
後
守

ふ
こ
う
す
の
城
に
は

松
平
主
殿
助

片
の
原
の
城
に
は

松
平
紀
伊
守

竹
の
谷
城
に
は

松
平
玄
蕃

矢
作
川
の
西
藤
井
城
ニ

ハ

松
平
勘
四
郎

ふ
つ
か
ま
の
城
に
は

松
平
右
京

佐
々
木
に
は

松
平
三
蔵
殿
御
加
勢
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を

申

請

て

御

忠

節

也

筒

井

に

は

小

栗

助

兵

衛

小

栗

仁

右

衛

門

小

栗

大

六

其

外

小

栗

等
（
党
）

有

り

針

崎

よ

り

敵

方

也

上

和

田

へ

ハ

は

た

し

申

也

岡

崎

よ

り

上

様

御

懸

着

御

供

衆

植

村

庄

右

衛

門

・

黒

田

半

平

、

植

村

庄

右

衛

門

と

蜂

屋

半

之

丞

鑓

を

合

、

黒

田

半

平

を

渡

部

源

蔵

か

突

た

を

す

所

を

上

様

は

や

く

御

逢
（
懸
）

着

被

成

に

依

て

引

退

て

寺
内
へ
入
也
、
蜂
屋
半
之
丞
、
細
道
へ
か
ゝ
り
て

退

を

水

野

藤

十

郎

着

て

半

之

丞

返

セ

と

被
申
け
れ
ハ
、
立
留
り
て
、
藤
十
郎
殿
か
、
我
等
が

鑓

を

請

て

見

給

へ

、

と

て

槍

の

柄

を

取

の

へ

て

つ

く

所

を

脇

へ

に

け

給

ひ

ぬ

、

半

之

丞

の

ゝ

し

り

て

退

く

所

を

上

様

御

馬

に

て

懸

着

せ

給

ひ

、

蜂

屋

め

返

セ

と

仰

け

れ

ハ

、

鎗

を

ひ

き

す

り

て

は

ひ

け
り
、
其
時
、
松
平
金
助
殿
、
懸
付
て
八
幡
（

蜂

屋

）

半

之

丞

返

セ

、

と

被

申

け

れ

ハ

殿

様

な

れ

ハ

こ

そ

に

け

た

れ

、

御

身

達

に

か
（
な
）

と

て

か

け

る

、

金

助

殿

鑓

、

半

之

丞

鑓

を

取

の

は

し

て

二

三

度

た

ゝ

き

つ

け

て

前

よ

り

後

へ

突

か

へ

し

て

あ

る

所

を

又

上

様

御

懸

付

、

蜂

屋

め

、

と

被

仰

候

を

聞

て

又

鑓

を

引

す

り

て

跡

を

も

み

す

し

て

逃

け

り

上

様

御

帰

城

有

て

、

蜂

屋

か

我

等

に

も

に

け

ん

者

に

て

ハ

あ

ら

ね

共

我

を

見

て

逃

け

る

と

御

意

被

成

、

御

機

嫌

能

被

仰

候
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上
和
田
よ
り
大
久
保
一
類
共
か
井
の
内
江

つ
き
か
ゝ
り

て

、

針

崎

の

寺

内

き

わ

に

て

き

ひ

し

く

セ

り

合
け
り
、
其
時
、
大
久
保
七
郎
右
衛
門
と
本
多
三
弥

と
鉄
砲
に
て
相
た
め
に
し
た
る
所
に
、
七
郎
右
衛
門

は

や

く

放

し

て

三

弥

を

打

た

を

す

也

土

呂

へ

籠

た

る
羽 ※

つ

き

衆

、

岡
（
作
岡
）

、

大

平

へ

働

て

焼
立
、
佐
々
木
ニ

而

上
様
御
覧
し
て
、

下 （水

野
野

信

殿 元）

ゑ

被

仰

け

る

ハ

、

貴

方

ハ

是

よ

り

御

帰
り

候

へ

我

等

ハ

上

和

田

へ

直

に

取

切

て

不

残

打

取

へ

し

、

と

被

仰

け

れ

ハ

、

下

野

殿

は

只

御

無

用

と

被

申

け

れ

共

、

兎

角

に

下

野

殿

ハ

御

帰

候

へ

我

等

ハ

急

候

、

と

て

は

や

御

馬

に

め

し

け

れ

ハ

是
を
見
終
て
何
か
帰
り
候
ハ
ん
や
ら
、
と
て
下
野
殿

御

供

し

て

一

度

に

か

け

給

ふ

、

上

様

渡

瀬

を

越
さ
セ
た
ま
ひ
て
、
大
久
保
一
類
を
ハ
針
崎
の
お
さ
へ

に

被

仰

付

、

大

久

保

弥

三

郎

は

か

り

御

案

内

仕

候

て

盗

人

来

を

直

に

小

豆

坂

へ

上

ら

セ

給

ひ

て

馬
頭
の
ふ
ミ
分
へ
出
さ
セ
給
へ
ハ
、
石
川
新
九
郎

岡
（
作
岡
）

・

平 （大

太 平）

よ

り

道

を

通

る

と

て

鼻 ※

合

を

し

て

と ※（

う 動

て 転

ん ）

す

る

、

石

川

新

九

郎

思

ひ

し

ハ

道

を

か

へ

て

退

て

ハ

た

と

へ

い

き

て

も

面

白

か

ら

す

、

又

山

中

に

て

打

れ

た

ら

ハ

、

新

九

郎

こ

そ

通

り

道

を

し

て

打

れ

た

る

と

人

々

に

沙

汰

せ

ら

れ

ん

も

か ※（

は 屍

ね ）

の

う

へ

の

恥

辱

な

り

、

と

本

道

を

直

に

退

け

れ

ハ

、

金

の

う

ち

わ

の

指

物

を

さ

し

け

る

か

、

や

か

て

新

九

郎

と

見

付

て

我

も

〳
〵

と

追

懸

け

る

、
水

野

藤

十

郎

殿

懸

つ

け

突

落

し

て

討

ち

給

ふ
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頓
而

佐

橋

甚

五

郎

・

大

見

藤

六

郎

共

一
（
ひ
と
つ

場 ば）

に

て

打

取

被

成

候

也

、

又

波

切

孫

七

良

、

其

場

を

行

過

て

大
（
お
お

谷 や

坂
さ
か
）

へ

上

所

を

上

様

御

馬
ニ

而

追

懸

着

給

ひ

て

二

鑓

迄

突

給

ふ

に

逃

延

て

馬

よ

り

も

不

落

し

て

逃

行

け

り

後

に

御

ゆ

る

し

有

て

上

様

御

意

に

ハ

、

波

切

孫

七

郎

二

鑓

ま

て

つ

き

た

る

に

逃

て

行

た

る

と

被

仰

候

を

聞

て

上

様
ニ

ハ

つ

か

れ

不

申

候

別
の
人
に
つ
か
れ
た
る
と
申
上
候
得
は
、
御
に
く
み

候
て
、
其
後
、
子
共
の
代
迄
も
御
前
へ
不
被
召
出

此

者

気

ち

か

ひ

大

徒

も

の

也

上

様

に

つ

か

れ

候

と

申

な

ら

ハ

覚

と

申

、

又

ハ

其

身

の

た

め

よ

か

ら

ん

に

、

眼

前

つ

か

れ

申

て

さ

な

し

と

申
上
候
ハ
、
御
に
く
ミ
御
尤
な
り
、
上
野
酒
井
将
監
・

義

明

・

荒

川

、

東

条

の

城

を

渡

し

て

去

給

ふ

松

平

七

郎

殿

、

大

草

の

城

渡

し

て

去

給

ふ

牛

久

保

御

働

有

之

、

度

々

の

セ

り

合

な

り

吉

田

御

働

有

之

、

度

々

の

セ

り

合

也

長

沢

の

城

も

御

取

被

成

候

也

、

野

田

・

牛

久

保

に

あ

た

り

て

一

の

宮

に

取

出

を

家

康

公

方

ゟ

も

被

成

給

ふ

也

、

氏

真

方

よ

り

も

さ （

わ
佐

脇

き ）

と

八

幡

に

取

出

を

御

取

候

な

り

是
ハ
吉
田
・
牛
久
保
根
城
の
た
め
也
、
氏
真
方
也

氏

真

、

駿

河

・

遠

江

の

人

数

を

催

し

て

出

、

旗

本

ハ

牛

久

保

に

壱

万

余

計

に

て

有

之

、

一

の

宮

を

五

千

計

に

て

セ

む

る

を

、

家

康

公

の

取

出

な

れ

は

後

詰

と

し

て

三

千

の

内

外

に

て

御

出

陳

□

□

□

有

、

合

戦

と

て

人

数
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三

千

に

て

敵

方

八

幡

と

さ

わ

き

取

出

の

間

へ

押

出

し

、

本

野

か

原

へ

出

て

氏

真

の

陳
※
（
陣
）

所

を

押

通

し

給

ひ

て

、

一

の

宮

責

け

る

者

共

を

押

払

て

人

数

を

討

取

て

、

其

夜

ハ

取

出

に
御
陳
を
め
さ
れ
、

明
（
あ
け
）

候
へ
ハ
も
と
の
道
へ
い
て

（
出
で
）

さ

セ

給

ひ

て

返

ら

セ

給

へ

共

、

氏

真

出

給

ふ

事
な
ら
す
、
其
後
、
八
幡
・
牛
久
保
よ
り
五
位
へ

働
て
、
五
位
の
東
の
台
に
て
取
合
て
、
討
（

ち

）

つ

う
た
れ
（

つ

）

火
花
を
ち
ら
し
て
セ
り
合
、
五
位
の

衆

押

く

つ

さ

れ

ん

と

せ

し

処

に

、

岡

崎

よ

り

上

様

早

々

懸

着

せ

給

ふ

故

に

敵

を

追

崩

し

て

数

多

討

取

て

、

八

幡

ま

て

押

込

放

火

し

て

引

給

ふ

、

上

様

は

敵

の

出

る

と

は

無
レ

御

存

知

て

さ

わ

き

へ

の

御

働

と

て

出

さ

セ

給
へ
は
能
御
仕
合
也
、
其
後
、
又
八
幡
へ
御
働
あ
り

け
る
に
、
二
連
木
・
牛
久
保
・
さ
わ
き
・
八
幡
よ
り
片 （赤
坂 坂）

ゑ

出

て

合

戦

を

初

め

、

頓
而

切

崩

さ

れ

て

坂 （板

倉 倉）

源

正

と

聟

の

坂 （板

倉 倉）

主

水

を

打

取

、

八

幡

の

取

出

も

さ

わ

き

の

取

出

も

明

け

り

上

様

方

ゟ

小

坂

井

に

吉

田

・

牛

久

保

向

ひ

て

取

出

を

御

取

給

ふ

、

牛

久

保

の

牧

野

新

次

郎

も

御

手

を

取

申

也

、

野

田

菅

沼

新

八

郎

下

条

の

そ

う

か

御

味

方

を

申

也

二
連
木
戸
田
丹
波
守
も
御
味
方
に
成
也
、
吉
田
へ

御

取

詰

寄

、

取

出

を

取

せ

給

ふ

、

き （

け 喜

ん 見

寺 寺）

取

手

に

ハ

鵜

殿

八

郎

三

郎

殿

と

其

外

の

衆

糟

塚

の

取

出

に

ハ

小

笠

原

新

九

郎

、

二

連

木

口

の

取

出

を

荒

川

丹

波

守

が

持

、

下

地

へ
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御

働

の

時

ハ

本

多

平

八

郎

と

牧

野

惣

次

郎

か

鑓

を

合

な

り

、

吉

田

も

渡

し

て

行

也

長

篠

・

つ

く

て

・

た

ミ

ね

も

降

参

し

て

出

仕

を

仕

也

、

甲

斐

の

国

武

田

信

玄

と

仰

合

て

家

康

公

ハ

遠

州

を

川

切

に

と

り

給

へ

、

我

等

ハ

駿

河

を

取

ら

ん

、

と

仰

合

て

両

国

へ

出

給

ふ

な
り
、
菅
沼
次
郎
右
衛
門
・
鈴
木
石
見
・
近
藤
登
之
助

是

三

人

御

案

内

仕

候

也

永

禄

十

一
戊

辰

年

十

一

月

、

遠

州

へ

御

出

馬

氏

真

ハ

信

玄

に

駿

河

を

追

払

れ

給

ひ

て

懸

川

へ

朝

比

奈

備

中

所

へ

落

来

給

ふ

備

中

川
（
引
）

請

て

爰

を

先

途

と

か

せ

け

共

難
成
候
也

上
様
ハ
伊
野
屋
（
井
伊
谷
）

へ
出
さ
セ
給
へ

は
、
久
野
・
二
股
、
は
や
御
手
を
取
申
也
、
小
笠
原

新

九

郎

を

召

て

、

其

方

一

類

の

こ

と

な

れ

は

ま

む

し

塚

へ

行

て

小 ※

笠

原

与

八

郎

を

引

付

ら

れ

よ

、

と

御

評

あ

れ

は

、

ま

む

し

塚

へ

行

け

る

所

に

、

与

八

郎

は

人

質

連

て

秋

山

の

所

ゑ

行

を

、

道

に

て

行

合

て

、

御

身

ハ

何

方

ゑ

通

ら

せ

給

ふ

そ

、

と

い

へ

は

、

新

九

郎

申

ハ

我

ハ

御

身

の

方

へ

心

懸

て

参

た

り

、

御

身

ハ

大

勢

を

引

連

て

何

方

へ

渡

ら

セ

給

ふ

そ

と

言

、

我

ハ

秋

山

方

へ

出

仕

し

て

人

質

を

渡

さ

ん

と

思

ひ

て

是

迄

罷

出

た

る

、

と

申

セ

ハ

、

其 それ

な

ら

は

先

御

帰

候

へ

、

内

談

申

さ
ん
、
と
て
則
押
返
し
、
扨
、
当
国
ハ

家

康

の

御

手

に

入

な

り

、

御

身

も

秋

山

へ

の

出

仕

を

や

め

ら

れ

、

早

々

家

康

へ

出

仕

候

へ

（
一
五
六
八
）
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そ
れ
か
た
め
に
某
参
り
て
候
、
と
申
し
け
れ
ハ
、
何

成

共

貴

方

の

御

計

悪

敷

事

ハ

あ

ら

し

、

と

て

秋

山

へ

の

出

仕

を

や

め

て

新

九

郎

つ

れ

て

家

康

公

へ

出

仕

有

け

り

上

様

御

意
ニ

ハ

秋

山

は

懸

川

に

向

ひ

て

陳

を

は

ら

る

ゝ

事

い

わ

れ

な

し

、

大

井

河

を

切

て

駿

河

の

内

ハ

信

玄

の

領

分

、

大

井

川

を

切

て

遠

州

の

内

ハ

某

領

分

と

相

定

め

候

間

、

早

々

引

帰

ら

セ

給

へ

、

と

御

使

被

遣

け

れ

は

、

畏

て

候

と

て

山

な

し

へ

引

入

、

す

く

も

か

原

へ

押

上

て

原

の

谷

を

通

り

て

く

ら

ミ

西

郷

を

お

り

て

さ

よ

の

山

へ

出

て

駿

河

へ

行

く

、

秋

山

も

し

異

儀

ニ

お

よ

ひ

な

は

討

殺

し

な

ん

と

被

仰

け

れ

と

も

、

さ

れ

共

秋

山

異

儀

に

及

は

す

し

て

引

退

け

る

ハ

功

者

と

申

け

る

小
原
野
備
後
守
、
日
比
（
日
頃
）

小
笠
原
与
八
郎
か
奏
者

の

事

な

れ

は

、

与

八

郎

を

頼

て

ま

む

し

塚

へ

女

子

を

引

連

て

落

行

け

れ

は

入

も

不

立

し

て

女

子

共

に

一

人

も

不

残

打

殺

す

、

小

笠

原

与

八

郎

が

行

末

い

か

ゝ

あ

ら

ん

と

諸

人

申

け

る

、

久

野

か

庶

子

と

も

、

久

野

佐
渡
・
同
日
向
・
同
弾
正
・
同
淡
路
・
本
間
十
右
衛
門

申

け

る

ハ

、

爰

に

て

人

と

成

所

也

、

い

さ

や

家

康

へ

敵

と

成

て

懸

川

と

相

は

さ

ミ

て

爰

を

退

セ

申

間

敷

、

久

野

か

敵

を

す

る

な

ら

は

、

遠

州

中

の

侍

達

ハ

一

騎

も

不

残

く （

つ 覆

か つ

へ て

つ ）

て

敵

と

成

へ

し

、

さ

も

あ

ら

ハ

国

中

の

一

揆

共

、

爰

か

し

こ

よ

り

可

起

、

然

ハ
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家

康

も

不

覚

深

入

を

し

て

御

座

有

は
、
袋
へ
入
た
る
こ
と
く
な
る
に
、
い
や
此
事
を

惣

領

し
き

（
職

）

に

聞

セ

ん

、

と

て

久

野

三

郎

左

衛

門

に
申
け
れ
ハ
、

何
（
い
ず
れ
）

も
申
所
尤
に
ハ
候
へ
共
、
乍
去

氏

真

逆

心

し

て

又

家

康

の

御

手

を

奉

取

て

氏

真

へ

弓

を

引

事

さ

へ

侍

の

弓

矢

の

義

理

を

ち

が

へ

た

る

と

お

も

へ

は

夜

の

目

も

ね

ら

れ

す

し

て

人

の

取

沙

汰

ま

て

面

目

な

く

し

て

赤

面

す

る

に

程

も

な

く

家

康

へ

逆

心

す

る

物

な

ら

は

二

て

う

の

弓

な

り

、

其

上

人

の

と

り

さ

た

に

も

と

り

〳
〵

に

い

わ

れ

、

後

ゆ

ひ
（

後

ろ

指

）

を
さ
ゝ
れ
ハ
、
命
い
き
て
も
ゑ
き
な
し

一

心

に

家

康

へ

思

ひ

付

給

へ

、

と

て

承

引

な

け

れ

ハ

、

各

罷

立

て

申

け

る

は

惣

領

に

て

有

物
ニ

人

と

な

り

給

へ

取

立

申

さ
ん
、
と
い
へ
は
、
一
円
に
承
引
な
し
、
其
儀
な
ら
ハ

惣

領

に

腹

を

為

切

、

庶 そ

子 し

の

淡

路

を

取

立

て

家

康

を

跡

先

よ

り

取

つ

ゝ

ミ

何

方

へ

も

の

か

す

ま

し

き

、

と

申

定

け

る

処

に

、

佐

渡

と

本

間

十

右

衛

門

、

両

人

内

談

し

て

申

け

る

ハ

、

惣

領

と

言

、

又

ハ

主

な

れ

ハ

い

か
ニ

知

行

を

取

、

た

や

す

く

身

を

過

る

と

て

も

腹

を

ハ

切

せ

ら

れ

ま

し

き

、

と

て

両

人

く
（

組

ミ ）

此
由
申
け
れ
ハ
、
三
郎
左
衛
門
、
驚
て
其
義

な

ら

は

御

加

勢

を

申

請

へ

き

、

と

て

此

由

家

康

へ

申

上

候

へ

ハ

、

尤

と

被

仰

御

加

勢

を

も

指

遣

、

三

郎

左

衛

門

ハ

二

の

丸

へ
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お

り

て

本

城

へ

御

加

勢

衆

移

れ

は

何

事

も

な

し

、

淡

路

に

ハ

腹

を

切

ら

セ

、

弾

正

は

三

郎

左

衛

門

か

甥

な

れ

ハ

追

払

ひ

け

る

也

永

禄

十

一
戊

辰

年

、

懸

川

へ

押

寄

、

天

王

山

に

御

旗

を

立

さ

セ

た

ま

へ

ハ

、

城

よ

り

も

こ

ゝ

わ

の

者

の

衆

か

出

て

厳

し

く

セ

り

合

な

り

天

王

山

に

取

手

を

被

成

、

久

野

三

郎

左

衛

門

を

被

為

置

、

初

に

ハ

重

田

村

の

上

に

取

出

を

被

成

、

お

の

〳
〵

番

手

に

持

也

、

南

に

ハ

暮
（
曽
）

我

山

に

取

出

を

被

成

、

小

笠

原

与

八

郎

か

持

也

永

禄

十

二
己

巳

年

正

月

廿

三

日

に

落

城

、

氏

真

小

田

原

へ

落

給

ふ

也

同

年

三

月

、

ほ

り

川

に

一

揆

の

起

候

由

告

来

り

け

れ

ハ

、

其

ま

ゝ

取

合

給

は

す

懸

着

給

ひ

て

催

も

な

く

御

責

候

也

同
年
（
永
禄
十
二
年
）

三
月
、
寄
懸
る
と
頓
而

屛
へ
付
乗
所
を

大

久

保

甚

十

郎

十

七

歳

の

時

、

一

番

に

乗

け

る

を

鉄

炮

に

当

り

打

死

候

也

同

年

、

見

付

郷

を

御

住

所

に

被

成

、

城

を

御
取
原
（
払
い
カ
）

各
屋
敷
に
可
被
成
と
被
思
召
候
へ
共

不

可

然

と

て

浜

松

ヘ

引

セ

ら

れ

け

り

、

信

長

よ

り

被

仰

越

け

る

は

、

御

加

勢

を

被

成

給

へ

北

近

江

へ

御

働

可

有

之

と

の

事

也

、

頓
而

御

助

可

有

之

と

御

出

馬

也

元
亀
元
庚
午

年

六

月

（
四
月
の
誤
り
カ
）

廿
一
日
、
信
長
ハ
金
ヶ
崎
へ

働

せ セ

け

る

に

、

越

前

衆

強

け

れ

は

、

信

長

も

大

事

と

思

ひ

給

ひ

て

家

康

を

跡

に

捨

置

テ

沙

汰

な

し

に

引

取

セ

給

ひ

し

を

（
一
五
六
九
）
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無

御

存

知

し

て

夜

明

て

木

下

藤

吉

御

案

内

申

て

退

セ

ら

れ

候

也

、

金

ヶ

崎

の

退

口

と

申

信

長

の

御

為

に

は

大

事

の

退

口

也

、

信

長

、

北

郡
へ
御
働
候
ハ
ん
と
思
召
所
に
、
越
前
衆
出
て
方
々

に
取
出
を
取
、
都
へ
の
往
来
を
留
め
ん
と
て
三
万

余
に
て
出
け
れ
ハ
、
信
長
も
急
き
横
山
迄
御
出
馬

有

之

、

家

康

に

早

々

御

加

勢

有

之

給

候

へ

越
前
衆
罷
出
候
へ
ハ
合
戦
可
仕
、
と
被
仰
越
候
へ
ハ

御
心
得
候
、
と
て
其
ま
ゝ
御
出
馬
被
成
候
也
、
信
長

殊

の

外

に

悦

、

は

や

〳
〵

御

出

馬

也

同
年
六
月
廿
七
日
に
、
明
廿
八
日
の
合
戦
に
定
而

一
番

は

芝

田

・

明

知

・

森

右

近

な

と

申

付

給

ふ

家

康

ハ

二

番

合

戦

を

頼

入

候

、

と

毛

利

新

介

両
人
を
以
て
被
仰
越
候
へ
ハ

家
康
御
返
事
に
ハ

迚
御
加
勢
申
上
ハ
、
何
と
被
仰
候
と
も
是
非
共
に

一
番
合
戦
を
被
仰
付
候
へ
、
と
被
仰
遣
候
へ
ハ
、
信
長

よ

り

か

さ

ね

て

家

康

の

御

存

分

尤

、

左

様
ニ

ハ

可

思

召

候

、

然

共

は

や

備

組

仕

候

事

な

れ

は

か
れ
ら
を
一
番
の
所
を
や
め
さ
す
る
も
い
か
ゝ
に
候
へ
ハ

同
ハ
二
を
請
取
セ
給
ひ
候
へ
、
其
上
一
番
も
二
番
も

同
意
な
り
、
二
番
と
い
ふ
て
も
時
に
よ
り
一
番
に

成

事

も

多

き

物

な

れ

ハ

、

兎

角

に

二

番

を

頼

申

、

と

御

返

事

有

け

れ

は

、

家

康

又

押

返

し

て

被

仰

け

る

ハ

、

被

仰

候

事

を

承

届

候

、

一

番

も

二

番

も

同

意

と

被

仰

候

事

は
難
心
得
候
、
明
日
の
合
戦
ニ

ハ
二
番
か
一
番
ニ

も
こ
そ

成
も
や
仕
候
ハ
ん
、
そ
れ
ハ
時
の
仕
合
、
た
と
へ
ハ

二
番
か
一
番
ニ

成
と
申
て
も
、
後
代
迄
の
書
物
ニ

ハ
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一
番
ハ
一
番
、
二
番
ハ
二
番
、
と
書
記
し
て
可
有
之
候

兎

角

一

番

を

可

申

請

候

、

其

上

某

、

年

も

寄

候
ハ
ヽ
三
番
四
番
ニ

成
共
、
被
仰
付
所
に
可
有
罷
出

候
得
共
、
三
十
に
た
る
た
ら
さ
る
者
か
御
加
勢
ニ

参

候

て

一

番

を

申

請

兼

て

二

番
ニ

有

と

末

代

迄

申
伝
候
ハ
ん
ハ

可
（

迷

為 惑た
迷 るべ

惑
く

）

候
、
兎
角
に
一
番
合
戦
を

被
仰
付
候
へ
、
不
レ

然
ハ
明
日
の
合
戦
に
ハ
罷
出
間

敷

候

、

今

日

引

払

候

て

可

罷

帰

候

、

と

御

返

事

有

け

れ

ハ

、

信

長

、

聞

給

ひ

て

家

康

の

被

仰

も

尤

、

承

届

候

、

左

様
ニ

思

召

候

事

弥
忝
候
、
其
儀
な
ら
ハ
一
番
を
頼
申
候
、
と
被
仰
て

明

日

の

合

戦

は

家

康

一

番

な

り

、

然

処

に

信

長

衆

、

最

前

よ

り

一

番

陳

被

仰

付

、

只

今

家

康

へ

一

番

陳

と

の

御

諚

め

い

わ

く

の

よ

し

申
上
候
へ
ハ
、
信
長
大
に

怒
い
か
り

給
ひ
、
大
な
る
御
声
ニ

て

す ※

い
さ
ん
な
る
セ ※

か
れ
共
、
何
を
知
て
言
そ
、
と

仰
け
れ
ハ
、
音
（

ね
）

を
出
す
事
な
ら
す
候
也

家
康
の
仰
に
、
明
廿
八
日
の
合
戦
に
今
日
廿
七
日
ニ

是

へ

着

て

一

番

陳

を

請

取

候

事

、

天

道

の

あ

た

へ

な

り

、

と

御

悦

無

限

な

り

同
六
月
廿
八
日
の
曙
に
押
出
し
給
へ
ハ
、
越
前
衆

も

三

万

余

に

て

押

出
ス

、

信

長

の

人

数

ハ

一

万

余

家

康

の

御

人

数

三

千

余

に

て

早

々

押

出
ス

責

戦

所

に

家

康

の

御

手

よ

り

切

く

つ

し

て

追

打

、

討

取

給

へ

ハ

、

信

長

御

手

先

ハ

旗

本

近

く

迄

切

立

ら

れ

、

各

こ ※

ゝ

わ

の

衆

被

討

給

ふ

な

り

、

家

康

の

人

数

ハ

勝

て

追

打

に

打
ほ
と
に
お
く
ま
て
切
入
給
へ
ハ
、
敵
す
な
ハ
ち
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敗

軍

し

て

不

残

討

取

給

ふ

、

今

日

の

合

戦

は

家

康

の

御

手

柄

ゆ

へ

に

天

下

の

誉
ほ
ま
れ

を

取

と

信
長
御
感
也
、
信
長
、
そ
れ
よ
り
押
詰
給
ハ
ヽ
、
近
江
の

義

ハ

不

申

及

、

越

前

ま

て

も

切

取

給

ふ

へ

き

に

惣

別

信

長

ハ

勝

て

甲

の

緒

を

し

め

よ

、

と

て

其

ま

ゝ

岐

阜

へ

引

入

給

ふ

元
亀
三
壬
申

年
、
信
長
（
信
玄
）

よ
り
被
申
越
候
ハ
、
天
竜
川

を
切
て
切
取
給
へ
は
、
川
東
ハ
某
か
可
切
取
、
と

相
定
候
処
に
、
大
井
川
切
と
仰
候
へ
ハ
、
一
円
不
心
得
候

然
ハ
、
手
出
し
可
仕
、
と
て
信
玄
、
遠
州
へ
出
馬

有

之

、

見

付

の

原

へ

押

出

し

給

ふ

家

康

も

浜

松

よ

り

御

出

馬

に

て

見

付

が

原

へ

出

て

木

原

・

西

嶋

を

見

る

所

に

、

敵

是

を

見

て

お

つ

取

〳
〵

懸
リ

け

れ

は

、

各

申

け

る

は

、

見

付

の

町

に

火

を

掛

て

退

な

ら

は

敵

案

内

不

可

知

と

火

を

懸

て

退

け

る

を

、

案

の

外

に

案

内

を

知

て

上

の

台

へ

懸

上

て

乗

付
け
る
ほ
と
に
、
や
か
て
ひ
と
こ
と
の
坂
（
一
言
坂
）

の
を
り

立

に

て

乗

付

け

る

に

、

梅

津

ハ

乗

付

ら

れ

て

岩
石
を
乗
お
ろ
し
け
る
、
其
時
、
大
久
保
勘
七
郎

取

て

返

し

て

鉄

砲

に

て

敵

を

一

二

間

先
ニ

て

打

は

つ

す

、

家

康

の

御

諚

に

ハ

、

勘

七

郎

何

と

し

て

打

は

つ

し

て

有

、

と

被

仰

け

る

と
き
、
勘
七
郎
申
上
候
ハ
、
都
筑
藤
市
郎
か
弓
を

持

て

罷

有

候

を

力

と

仕

候

て

は

な

し

申

候

へ

ハ

わ

つ

か

一

二

間

な

ら

て

ハ

御

座

有

間

敷

候

、

定
而

薬
（
火
薬
）

ハ
懸
り
可
申
、
我
壱
人
な
ら
ハ
打
申
ま
し
き

処

に

、

藤

市

郎

、

弓

に

て

は

な

さ

す

、

弓
ニ

て
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お
と
し
申
故
に
打
は
つ
し
申
た
る
、
と
申
上
候
へ
は

又

都

筑

藤

市

郎

申

上

候

は

、

勘

七

郎

立

留

て

打

申
故
に
、
我
ハ
了
簡
な
く
罷
在
候
つ
る
、
と
申
け

れ
は
、
兄
の
大
久
保
治
右
衛
門
申
ハ
、
藤
市
、
左
様
に

御
取
合
ハ
被
申
候
へ
共
、
御
身
を
力
と
セ
ず
ん
ハ
忰

が
何
と
て
立
と
ま
ら
ん
哉
、
方
々
の
故
に
有
つ
る

そ
、
と
申
セ
は
、
藤
市
申
ハ
、
坂
の
を
り
口
に
て

治
右
（
治
右
衛
門
）
、
馬
ゆ
か
け
を
は
つ
し
給
ふ
を
見
て
、
我
も

弓
ゆ
が
け
を
は
つ
し
た
る
、
と
申
セ
は
、
い
や
〳
〵

御

身

の

弓

ゆ

か

け

を

は

つ

し

た

る

に

心

付

我

も

ゆ ※

が

け

を

は

つ

し

た

る

、

と

申

セ

は

上
様
御
笑
セ
給
ひ
て
、
其
儀
ハ
先
指
置
、
勘
七
郎

な （

ん 汝

ち ）

ハ
あ
や
か
り
と
言
に
ハ
あ
ら
す
、
見
付
の

台

よ

り

追

立

ら

れ

て

来

る

間

、

勢

気

の

セ

き

あ

け

た

る

故

に

、

定
而

汝

ハ

鉄

炮

の

中

程

に

手

を

か

け

て

火

皿

の

下

を

取

て

放 はな

し

た

る

か

、

と

被
仰
候
へ
ハ
、
如
御
意
ニ

左
様
ニ

仕
た
る
、
と
申
上
候
へ
ハ

左

様

に

可

有

之

、

中

程

に

手

を

懸

て

火

皿

の

下

を

持

て

は

な

セ

ハ

、

引

息 いき

に

て

ハ

筒

先

上
り
、
出
る

息 いき

に
て
ハ
筒
先
さ
か
る
物
也
、
殊
更

常

の

い

き

と

追

立

ら

れ

し

時

の

息

ハ

か （

ハ
替

る

る ）

物
に
て
あ
る
、
弓
は
つ
れ
た
る
も
道
理
な
り
、
汝
か

臆 おく

病
ひ
や
う

と

言

に

ハ

あ

ら

す

、

何

時

も

左

様

成

時

ハ

も
（

諸

ろ ）

手

な

か

ら

引

金

の

下

を

持

て

は

な

す

物

也

何

と

息

を

あ

ら

く

つ

き

た

り

共

、

筒

先

は

く
る
ハ
さ
る
物
に
て
有
そ
、
以
来
ハ
其
心
得
可
有

と

御

意

也

、

遠

州

の

小

侍

共

か

大

方

信

玄

へ

□
（
迎
カ
）

此

度

供

し

て

来

故

に

、

右

の

案

内

能

知

也
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天
方
・
む
か
さ
・
一
の
宮
・
か
く
わ
の
古
構
、
其
外
の
古
城
又

屋

敷

構

を

取

立

持

也

味

方
ケ

原

の

合

戦

の

後

、

天

方

の

城

を

責

給

ひ

て

本

丸

は

か

り

に

な

さ

れ

、

引

取

セ

給

へ

は

其
後
明
て
退
、
信
玄
ハ
見
付
の
台
よ
り
か
う
た
い

嶋

ゑ

押

上

て

先

取

、

其

よ

り

二

股

の

城

を

責

け

る

、

此

城

ハ

家

康

方

に

は

青

木

又

四

郎

・

中

根

平

左

衛

門

其

外

籠

る

、

信

玄

ハ

乗

落

さ

ん

と
仕
け
れ
ハ
、
山
形
三
郎
兵
衛
と
馬
場
美
濃
両
人

参

て

見

て

、

此

城

ハ

土

居

高

く

し

て

草

う

ら

近

し

迚

、

無

理

責

に

ハ

成

間

敷

、

竹

た

ば

を

以

つ

め

よ

セ

、

水

の

手

を

取

給

ふ

な

ら

は

頓
而

可

有

落

城

、

と

申

上

け

れ

ハ

、

其

儀

な

ら

ハ

責

よ

セ

よ

、

と

て

日

夜

無

油

断

、

金

太

鼓

を

打

て

と
（

鬨

き ）

を

あ

け

て

責

け

り

、

城

西

ハ

天

龍

川

、

東

ハ

小

川

有

、

水

の

手

ハ

岩

に

て

岸

高

か

け

作

に

し

て

車

を

か

け

て

水

を

く

む

、

天

龍

川

の

を

し

付

な

れ

ハ

、

水

も

事

す

ま

し

き

躰
（
て
い
）

な

る

に

、

大

つ

な

を

持

て

筏
い
か
た

を

組

て

上

よ

り

な

か

し

か

け

〳
〵

、

重

け

る

水

の

手

を

取

ほ

と

に

不

叶

し

て

城 ※

を

渡

す

也

、

信

玄

ハ

城

を

取

て

よ

り

西
（
東
）

三

河

ニ

奥 ※

平

道

文

と

管

沼

伊

豆

守

と

菅

沼

新

三

郎

、

是

等

ハ

な

が

し
の
・
つ
く
て
・
た
ミ
ね
、
是
等
が
山
家
三
方
を
持
た
る
が

家
康
に
逆
心
し
て
、
信
玄
に
付
也
、
菅
沼
次
郎
右
衛
門

同 ※

新

八

郎

ハ

家

康

の

味

方

、

逆

心

ハ

な

し

信

玄

は

上

方

に

手

を

取

衆

の

多

け

れ

は

三

河

へ

出

て

、

其

よ

り

東

美

濃

へ

出

、

そ

れ

ゟ
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切

て

上

ら

ん

と

て
味

方
カ

原

へ

押

上
て

い （井

の 伊

や 谷）

へ

入
、
長
篠
へ
出
ん
と
て
、
ほ
所

の

う 名
也

た
へ カ
（
祝
田
へ
）

お
ろ
さ
ん
と

し

け

る

所

に

元

亀

三
壬

申

年

十

二

月

廿

二

日

家

康

、

浜 ※

松

よ

り

三

里

に

及

て

打

出

さ

セ

給

ひ

て

御

合

戦

を

可

被

遊

、

と

仰

け

れ

ハ

、

各

年

寄

共

の

申

上

候

ハ

、

今

日

の

御

合

戦

如

何

可

有

御

座

候

哉

、

敵

の

人

数

を

奉

見

に

三

万

余

と

見

申

、

其

上

信

玄

ハ

老

武

者

と

申

度

々

の

合

戦

に

な

れ

た

る

人

也

、

御

味

方

は

わ

つ

か

八

千

内

外

可

有

御

座

候

哉

、

と

申

上

候

得
者

、

其

儀

ハ

何

共

あ

れ

、

多

勢

に

て

我

か

屋

敷

の

セ （背

と 戸）

を

ふ

ミ

切

て

通

る

に

、

内

に

有

な
か
ら
出
て
と
ゝ
め
さ
る
者
や
あ
ら
ん
、
ま ※

く
れ

は
、
と
て
出
て
と
が
む
へ
し
、
其
こ
と
く
我
国
を

踏 ふミ

切

て

通

る

に

多

勢

な

る

と

言

て

な

と

か

出

て

と

が

め

さ

ら

ん

や

、

兎

角

合

戦

を

セ

す

し

て

は
置
間
敷
、
軍
ハ
多
勢
・
無
勢
に
ハ
よ
る
へ
か
ら
す

天
道
次
第
、
と
仰
け
れ
ハ
、
各
不
及
是
非
、
と
て

押

寄

け

り

、

敵

を

ほ

う

た

へ

半

分

過

引

お

ろ

さ

セ

て

切

て

懸

ら

セ

給

ふ

な

ら

は

安
々
と
切
、
勝
を
給
ハ
ん
を
、
は
や
り
過
て
早
ク

懸

ら

せ

給

ひ

し

故

に

、

信

玄

度

々

の

軍

に

逢

つ

け

、

小

勢

と

言

手

う

す

く

見

へ

た

り

、

信

玄

ハ

先

脇

へ

原

を

出

て

つ

ふ

て

を

う

た

セ

給

ふ

、

然

と

ハ

申

せ

共

家

康

衆

は

事

と

も

セ

す

、

面

を

ふ

ら

す

し

こ

ろ

を

か
た
ふ
け
て
切
て
懸
る
ほ
と
に
、
は
や
一
・
二
手

に

て

切

り

く

つ

し

、

多

く

の

人

数

を

切

ふ

セ
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け
れ
ハ
、
又
入
替
て
か
ゝ
る
所
を
崩
し
て
信
玄
の

旗

本

迄

切

付

け

る

に

、

信

玄

の

旗

本

よ

り

と
き
の
こ
へ
を
上
ケ

て
か
ゝ
る
程
に
、
セ
い
か
き
れ

て

わ

つ

か

八

千

の

人

数

な

れ

ハ

三

万

余

の

大

敵

に

切

立

ら

れ

て

、

面

も

ふ

ら

す

し （

ハ
暫

し

し ）

セ

り

合

た

れ

共

切

立

ら

れ

て

敗 は
い

軍

す

る

家

康

ハ

御

ど

う

て

ん

な

く

御

小

姓

衆

を

打

セ

じ

と

思

召

て

乗

廻

さ

セ

給

ひ

て

、

真

丸

に

成

て

退

せ
給
ふ
、
馬
に
て
御
供
申
衆
ハ
菅
沼
藤
蔵
・
三
宅

弥
次
兵
衛
、
其
外
ハ
折
立
、
馬
は
な
れ
か
ち
立
な
り

中

に

も

大 ※

久

保

新

十

郎

を

悲

し

ま

セ

給

ひ

て

小 ※

栗

忠

蔵

、

敵

の

馬

を

取

て

来

る

を

御

覧

し

て

其

馬

新

十

郎

に

借

候

へ

と

被

仰

候

得

は

忠

蔵

御

意

よ

り

は

や

く

を

り

て

新

十

郎

を
乗
セ
け
る
、
十
六
日
の
時
、
城
に
入
敵
を
討
、
同
年

同

国

に

て

天

方

合

戦

の

時

、

敵

を

討

、

首

を

取

、

元

亀

元

年

江

州

姉

川

に

て

敵

を

討

に

山

諏

訪

の

原

に

て

逢

敵

構

戦

の

斬

之

同

十

二

年

、

尾

州

長

久

手

合

戦

は

や

相

戦

疵

を

蒙

り

て

馬

よ

り

お

ち

る

也

、

大

久

保

新

十

郎

、

後

に

相

模

守

と

号

、

手

柄

多

候

へ

共

人

し

ら

す

候

な

り

上 ※

様

打

死

を

被

遊

た

る

と

虚 きょ

設 せつ

を

申

所

へ

無

何

事

浜

松

ゑ

入

御

、

信

玄

ハ

野

田

の

城

を

責

る

内

に

病

付

て

平

井

波

合

に

て

信

玄

病

死

也

天 ※

正

元
癸

酉

年

、

二

俣

の

城

に

向

て

取

出

を

御

取

、

屋

城

山

が

う

大

嶋

道

ゑ

国

中

の

お

さ

へ

と

被

成

候

也

上

様

、

浜

松

よ

り

岡

崎

へ
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御

越

被

成

候

と

て

天

正

元

年
癸

酉

年

、

長

篠

の

城

を

打

廻

ら

セ

給

ハ

ん

と

て

懸

よ

セ

被

成

、

火

矢

を

射 い

さ

セ

御

覧

し

け

れ

は

、

案

の

外

に

本

城

ハ

城

・

矢

倉

共

に

一

軒 けん

も

不

残

焼

払

ひ

、

其

ま

ゝ

押

寄

責

給

へ

ハ

、

勝

頼

ハ

後

詰

を

し

て

鳳

来

寺

黒

瀬

ま

て

武

田

典

厩

を

指

遣

給

ふ

、

是

を

も

御

用

な

く

セ

め

た

ま

へ

ハ

城

中

兵

糧

つ

き

て

降

参

申

し

け

る

、

然
者

助

置

へ

き

由

被

仰

給

ひ

、

同

年

七

月

十

九

日
ニ

城

を

請

取

御

普

請

被

成

、

兵

糧

多

く

こ

め

置

奥

平

九

八

郎

に

長

篠

の

城

を

被

下

、

御

馬

入

也

天

正

元
癸

酉

年

、

武

田

梅

雪

を

後

詰

と

し

て

遠

州

へ

出
シ

森

に

陳

を

取

、

爰

か

し

こ

を

放

火

刈

田

乱

妨

を

す

る

処

に

、

聞

よ

り

先

に

と

か

け

付

て

追

打

に

多

く

打

取

也

同

年

の

暮

に

、

勝

頼

ハ

遠

州

へ

出

馬

有

之

久

野

・

懸

川

へ

あ

て

ゝ

国

中

へ

押

出

し

て

放

火

す

る

、

其

よ

り

天

龍

川

の

上

の

瀬

を

乗

越

て

浜

松

へ

働

き

、

ま
（

馬

こ 込

め ）

川

を

へ （隔

て て）

足 あし

軽 かる

懸

て

其
よ
り
引
取
て
か
ん
さ
う
の
瀬
を
こ
へ
、
や
し
ろ

山

を

越

へ

て

山

な

し

へ

出

て

す （

く螬

も 田

た ）

か

原

陣

取

て

被

居

也

、

後

に

ハ

諏

訪

の

原

へ

陣

替

有

て

縄

打

を

セ

ら

れ

、

城

を

取

給

ふ

也

勝

頼

ハ

諏

訪

の

原

の

城

を

取

引

入

給

ふ

天

正

二

年
甲

戌

四

月

、

い

ぬ

い

へ

腰

兵

糧

に

て

御

働

有

て

す
（

瑞

い 雲

こ 寺

ん ）

に

御

旗

立

、

諸

勢

ハ

れ

う

け
（
領
家
）

・
堀
の
内
・
和
田
の
谷
に
陳
取
、
折
節
大
雨

降

て

大

水

出

て

一

両

日

ハ

何

も

兵

糧

な

く

て

（
一
五
七
四
）
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迷

惑

す

、

然

と

も

水

も

無

程

引

落

、

陳

も

引

セ

給

ふ

所

に

、

御

旗

本

ハ

見

く

ろ

迄

引

取

セ

給
ふ
、
天
野
宮
内
右
衛
門
、
け
た
の
郷
よ
り
出
て

後

勢

に

し

き

つ

て

し

た

ひ

付

た

る

山

の

城

か （

う 光

め 明

う ）

の

城

よ

り

是

等

か

先

へ

廻

り

て

田 ※

の

お
ふ
く
ほ
村
に
出
、
郷
人
を
相
く
わ
へ
、
爰
の

峯 ミね

か
し
こ
の

お （お
く つ

る る）

山
の
崎
、
木 ※

か
や
の
中
よ
り
弓

矢
に
て
射 い

か
け
、
鉄
炮
に
て
打
懸
十
人
・
廿
人
・

卅
人
宛
中
へ
出
、
後
ゑ
さ
か
り
先
へ
出
て
、
思
ハ
ぬ

外

の

所

に

て

鉄

砲

に

て

は

な

し

こ

へ

を

あ

け

け

れ

共

、

日

の

目

も

見

へ

ぬ

深 しん

山 さん

の

中

な

れ

ハ

ふ

セ

く

事

も

な

ら

す

殊

更

、

上

ハ

雲

に

そ
ひ
へ
た
る
大
山
、
下
ハ
峩
々
と
し
た
る
岩 かん
石 せき
の
ほ
そ

道
な
れ
共
、
跡
よ
り
く
つ
れ
た
る
共
、
中
ゟ

崩 くつ

る

と
も
な
く
田
の
大
久
保
村
に
て
返
セ
は
、
深
山
に

入

て

見

へ

す

、

退

ハ

又

出

て

付

、

田

の

大

久

保

村
に
て
同
年
の
四 ※

月
廿
日
に
敗
軍
す
る
、
各
討
死

の
衆
、
堀
小
太
郎
・
鵜
殿
藤
五
郎
・
大
久
保
勘
七
郎
・

小

原

金

内

、

是

等

初

手

に

討

死

し

て

よ

り

其
外
数
多
討
死
し
け
り
、

上
様
此
の
由

見
（

見

く

ら
蔵

）

に

て

聞

召

、

あ

と

に

て

鉄

砲

の

音 おと

聞

へ

け

る

か

如

何

と

思

召

所

に

、

跡

勢

敗

軍

と

聞

召

お
と
ろ
か
せ
給
ひ
、
引
帰
ら
セ
給
へ
ハ
、
敵
ハ
ち
り
〳
〵

に

深

山

へ

入

て

見

へ

さ

り

け

れ

は

、

是

非

に

及

ハ

セ

給

ハ

す

し

て

御

馬

ハ

天

方

ま

て

入

也

奥
平
道
文
（
貞
勝
）

の
嫡
子
作
州
（
貞
能
）

ハ
勝
頼
に
別
心

し

て

御

忠

節

申

さ

れ

給

へ

ハ

、

長

篠

の

城

を

出

し

給

ひ

て

九

八

郎
（

信

昌

）

を

頓
而

聟

に



30
関野済安聞書 坤

な
さ
れ
ん
と
被
仰
け
れ
ハ
、
信
康
ハ
存
も
よ
ら
す

我
等
か
妹 ※

聟
に
何
と
て
九
八
郎
を
仕
候
ハ
ん
哉
と

仰
け
れ
ハ
、
さ
す
か
押
て
も
不
被
成
し
て
信
長
へ

被
仰
遣
け
れ
ハ
、
信
長
よ
り
被
仰
越
候
ハ
、
信
康
の

被

申

分

承

届

候

、

然

共

忠

節

人

の

事

、

又

は

大

事

の

境
さ
か
い

目 め

を

預

置

給

ふ

間

、

次

郎

三

郎

殿

不

祥

を
堪

忍

し
て
尤

也

、
い

つ

れ
も

家
康
に
被
レ

為
レ

任
尤
か
と
存
候
、
と
被
仰
け
れ
ハ

親

た

ち

の

被

仰

候

の

間

、

何

に

成

共

御

存

分

次
第
と
仰
け
る
間
、
奥 ※

平
九
八
郎
へ
御
輿
は
入
也

天

正

二
甲

戌

年

、

勝

頼

出

馬

有

之

、

高

天

神

の

城

へ

押

寄

て

責

さ

セ

給

ふ

処

に

、

信

長

、

後

詰

と

し

て

御

出

馬

有

け

れ

ハ

、

小

笠

原

与

八

郎

手

替

し

て

居

な

り

に

成

け

れ

は

、

信

長

、

手

を

失
ひ
、
吉
田
よ
り
引
帰
さ
セ
給
ふ
、
天
正
三
乙
亥

年

家

康

御

譜

代

久

敷

御

中

間

大

賀

弥

四

良

と
申
者
に
、
奥
郡
廿
四
郷
の
代
官
を
被
仰
付
候
へ
ハ

何

よ

う

に

付

て

不

足

成

事

な

く

富

貴

に

暮

す

の
ミ
な
ら
す
あ
ま
り
に
栄
花
に
ほ
こ
り
て
、
よ
し

な

き

謀

叛

を

た

く

ミ

て

、

御

譜

代

の

主

君

を

奉

討

て

岡

崎

の

城

を

取

て

我

城

に

仕

ら

ん

と
存
、
小
谷
甚
左
衛
門
・
蔵
地
平
左
衛
門
・
山
田
八
蔵
を

引

入

て

此

事

を

申

合

、

岡

崎

を

や

す

〳
〵

と

取

可
申
候
と
、
勝
頼
へ
申
入
候
ハ
、
是
非
今
度
御
手

お
（

を

）

と

り

申

、

岡

崎

を

取

家

康

御

親

子

に

御

腹

を

さ

セ

可

申

事

ハ

れ

き

セ

ん

也

、

そ

の

謂

ハ

何

方

よ

り

家

康

、

岡

崎

へ

入

せ

給

時
者

我

等

御

馬

の

先

に

参

て

御

門

ひ

ら

き
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給
へ
、
大
賀
弥
四
郎
と
申
セ
ハ
無
疑
御
門
を
ひ
ら
き

候
間
、
つ
ぐ
で
迄
御
出
馬
あ
ら
れ
、
御
先
手
衆
二
三

頭
被
差
遣
候
ハ
ヽ
、
其
先
に
立
て
岡
崎
ヘ
参
、
城

ゑ
安
々
と
入
候
な
ら
ハ
、
城
の
内
に
て
次
郎
三
郎

信

康

を

は

討

取

可

申

也

、

大

賀

弥

四

郎

・

蔵

地

平
左
衛
門
・
山
田
八
蔵
・
小
谷
甚
左
衛
門
判
、
と
書
と
め

勝

頼

へ

上

ケ

候

得
者

、

勝

頼

悦

、

尤

此

事

急

と

て

つ
く
て
筋
へ
出
馬
有
所
に
、
山
田
八
蔵
、
つ
く
〳
〵

安

し

、

如

此

な

ら

ハ

主

君

の

奉

討

事

う

た

か

い

な

し

、

然

と

て

討

奉

る

事

も

成

間

敷

な

れ

は
、
兎
角
此
義
に
一
味
ハ
成
マ
じ
く
、
と
思
ひ
此
義

を
次
郎
三
郎
信
康
へ
申
上
る
、
若
御
不
審
に
思
召

候
ハ
ヽ
、
我 ※

ら
ち
や
た
い
へ
一
両
人
も
御
越
候
へ
、
内
談

を
仕
聞
セ
申
さ
ん
、
と
申
上
候
へ
ハ
、
尤
と
被
仰

一
両
人
被
差
遣
、
聞
せ
た
ま
へ
ハ
暦 れき
然 せん
也
、
大
賀
弥
四
郎

を
ハ
御
城
に
て
召
捕
、
蔵
地
平
左
衛
門
欠
落
す
る

小

谷

甚

左

衛

門

ハ

遠

州

の

こ （

く 国

れ 領

う ）

の

郷

中
ニ

て

服
部
半
蔵
生
捕
に
せ
ん
と
し
け
る
処
に
、
天
龍
川

ゑ
飛
入
お
よ
き
上
り
、
二
俣
の
城
へ
行
、
其
よ
り

甲

斐

国

へ

行

也

天

正

三
乙

亥

年

、

勝

頼

ハ

出

馬

し

給

へ

共

、

此

事

あ

ら

わ

れ

て

そ

れ

よ

り

押

出
シ

二

連

木

へ

働

き

給
ふ
、
其
時
、
信
康
の
御
馬
ハ
山
中
の
法
花
寺
（
法
蔵
寺
）

に

た

ち

家

康

の

御

旗

ハ

吉

田

に

立

て

は

し

か

ミ

原

に

て

は

け

し

く

足

軽

有

之

勝

頼

ハ

其

よ

り

引

入

給

ひ

長

篠

へ

よ

セ

、

城

を

責

給

ふ

家

康

・

信

康

両

旗

に

て

野

田

へ

押

寄

給

ふ

（
一
五
七
五
）
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同

年

、

信

長

御

出

馬

有

て

、

先

手

衆

ハ

八

幡

・

一
の
宮
・
ほ
ん
の
か
原
に
陳
を
取
、
織
田
城
之
助
殿
ハ

岡

崎

へ

差
（
着
）

セ

給

ふ

、

信

長

ハ

池

鯉

鮒

ゑ

差
（
着
）

せ

給

ふ

、

長

篠

の

城

ハ

つ

よ

く

責

ら

れ

て

事
（
殊
）

の

外

詰
り

け

れ

ハ

、

鳥

居

す

ね

右

衛

門

と

申

も

の

し
の
ひ
て
出
し
、
信
長
ハ
御
駕
（

出

馬

カ

）

か
見
て
参

れ
と
有
所
に
、
城
を
や
す
〳
〵
と
出
、
此
由
を

家

康

へ

申

上

候

得

ハ

、

信

長

へ

被

差

遣

（
差
し
遣
わ
さ
れ
）

候

へ

は

信

長

御

悦

、

御

出

馬

の

よ

し

被

仰

遣

け

る

に

鳥

居

す

ね

右

衛

門

仰

を

承

、

武

田

逍

遥

軒

か

責

口

へ

行

、

竹

た

は

を

か

つ

き

て

懸

入

ら

ん

と

見

合

す

る

所

に

見

出

さ

れ

て

召

捕

れ

、

勝

頼

の
前
へ
引
出
、
勝
頼
見
給
ひ
、
子
細
を
聞
召
、
汝
か

命

を

た

す

け

国

へ

召

つ

れ

過

分

に

知

行

を

可
遣
ス
、
然
ハ
信
長
ハ
不
被
出
候
間
、
城
を
渡
せ
と

申

候

へ

、

不

然

ハ

は

り

つ

け
ニ

か

け

て

城

へ

見

セ

へ
し
、
と
仰
け
れ
は
、
す
ね
右
衛
門
申
ハ
、
忝
存
候

命
さ
へ
御
助
候
ハ
ヽ
、
何
様
ニ

成
共
可
申
に
、
あ
ま
つ

さ
へ
御
知
行
を
可
被
下
と
御
意
候
へ
ハ
、
は
や
〳
〵

城

近

く

に

は

た

物

に

上

給

へ

、

と

申

せ

は

、

其

こ

と

く

城

ち

か

く

に

か

け

ら

れ

候

処

に

、

城

中

の

衆

出

て

聞

給

へ

、

鳥

居

す

ね

右

衛

門

こ

そ

忍
ひ
入
と
て
被
召
捕
、
如
此
に
成
り
て
候
へ
、
と

申

け

れ

ハ

、

悉
こ
と
〳
〵

く

出

て

す

ね

右

衛

門

か
と

ゆ

う

そ
の
と
き
、
す
ね
右
衛
門
申
ハ
、
信
長
ハ
出
さ
セ
給

ハ

ぬ

と

申

セ

、

命

を

助

知

行

を

く

れ

ん

、

と

申

候

か

、

信

長

ハ

岡

崎

ま

て

御

出

馬

、

織

田

城

之

助

殿

ハ

八

幡

迄

御

出

也

、

先

手

ハ

一

の

宮
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本

野

カ

原

に

ま

ん

〳
〵

と

陳

取

て

有

り

家

康

・

信

康

、

野

田

へ

移

ら

セ

給

ひ

て

あ

る

そ

城

堅

固

に

持

給

へ

、

三

日

の

内

に

運

を

開

セ

給

へ

し

、
此

由

奥

平

作

州
・
九

八

郎

殿

へ

よ

く

〳
〵

申
せ
、
と
言
へ
ハ
、
却
而

敵
の
つ
よ
ミ
言
や
つ
な
れ

は

、

ハ

や

〳
〵

と

ゝ

め

を

さ

セ

と

て

殺

し

け

る

酒

井

左

衛

門

尉

ハ

信

長

の

前

へ

参

て

申

け

る

ハ

長

篠

の

か

さ

に

と （

ひ 鳶

か
カ

巣

す ）

と

申

所

の

御

座

候

を
、
は
る
か
ミ
な
ミ
へ
廻
り
て
取
申
な
ら
ハ
御
城

と
入
合
可
申
候
、
可
然
と
思
召
候
ハ
ヽ
三
河
衆
を

同
道
申
、
某
参
可
申
、
と
被
申
候
へ
ハ
、
信
長
悦

給
ひ
て
尤
也
、
早
々
急
給
へ
、
左
衛
門
尉
ハ
日
比

聞
及
た
る
者
な
れ
ハ
、
其
こ
と
く
也
、

眼
（
ま
な
こ
）

か
十
付

て

見

へ

け

る

、

と

被

仰

間

、

左

衛

門

尉

ハ

罷

立

家

康

へ

此

由

申

、

各

同

道

し

て

参

候

者

は

阿
部
四
郎
兵
衛
、
度
々
物
に
逢
た
る
者
な
れ
ハ

家

康

へ

此

由

申

、

各

同

道

し

て

と

ひ

か

す

へ

廻

り

て

頓
而

追

崩 くづ

す

、

其

時

、

松

平

紀

伊

守

・

天

野

西

次

郎

・

戸

田

半

平

、

其

外

の

衆

多

く

鑓

を

合

、

其

時

分

、

半

平

鑓

の

事

沙

汰

し

た
る
ハ
、
半
平
ハ
差
物
を
さ
す
故
也
、
天
野
西
次
郎

は

半

平

よ

り

先

な

れ

と

も

さ

し

物

さ

ゝ

さ
る
ゆ
へ
に
半
平
程
に
ハ
沙
汰
な
し
、
仲
間
ニ

て
ハ

西
次
郎
ハ
先
也

天
正
三
乙
亥

年
五
月
廿
一
日
、
信
長
・
城
之
助
殿
父
子

家
康
・
信
康
御
父
子
、
都
合
七
万
余
あ （

つ
有

見

ミ ）

原
へ

押

出

し

、

谷

を

前

に

あ

て

ゝ

丈

夫

に

柵

を

付

て

待

懸

給

、

勝

頼

ハ

わ

つ

か

二

万

余

に

龍
（
瀧
）

川
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の

石
橋
の

切
（
せ
っ

所
し
ょ
）

を

越

、
剰

橋
を
越

て
よ

り
一
騎

打

の

所

を

一

里

半

ほ

と

越

て

押

寄

て

合

戦

な
り
、
七
万
余
の
衆
ハ
柵
よ
り
内
を
不
出
し
て
足

軽

は

か

り

出

し

て

戦

け

る

に

、

信

長

の

手

は

柵

き

わ

ま

て

押

付

ら

れ

て

、

其

よ

り

ハ

引

て

入

也

家
康
の
手
ハ
大
久
保
七
郎
右
衛
門
・
同
次
右
衛
門
兄
弟

の

者

を

指

遣

さ

れ

け

れ

ハ

、

兄

弟

ハ

敵

味

方

の
間
ニ

乱
入
て
敵
懸
れ
ハ
引
、
敵
退
ハ
懸
り
、
多
勢

の

人

数

を

二

人

の

さ
い

（
采

）

に

付

て

取

て

廻

し

け

る

を

、

信

長

御

覧

し

て

家

康

の

手

前
ニ

て

金

の

あ

け

羽

の

蝶

の

さ

し

物

・

浅

黄

に

黒

餅

の

指

物

ハ

敵

か

と

見

れ

は

味

方

、

又

見
（

味

か 方

た ）

か

と

見

れ

ハ

て

き

也

、

参

て

見

て

来

れ

、

と

仰

け

る

、

家

康

へ

参

て

此

由

申

け

れ

ハ

我

等

譜

代

久

敷

者

、

金

の

あ

け

羽

の

蝶

は

大
久
保
七
郎
右
衛
門
と
申
て
兄
也
、
浅
黄
ニ

黒
餅
ハ

大
久
保
次
右
衛
門
と
申
て
弟
也
、
と
仰
け
る
、
立
帰

此
由
申
候
へ
ハ
、
信
長
、
聞
召
て
、
扨
も

家

康

ハ

能

者

共

持

れ

た

り

、

我

ハ

か

れ

ら

程
の
者
ハ
不
持
、
人
数
の
遣
や
う
、
足
軽
の
か
け

や

う

、

懸

引

の

見

事

さ

よ

、

よ

き

か （

う 膏

や 薬

く ）

か

な

、

此

人

々

に

て

こ

そ

大

敵

の

信

玄

・

勝

頼

両

人

を

敵

に

持

て

何

共

思

ハ

れ

す

し

て

合

戦

ハ

被

仕

な

れ

、

と

被

仰

候

也

、

勝

頼

と

土

屋

平

八

郎

・

内

藤

修

理

・

山

縣

三

郎

兵

衛

・

馬
場
美
濃
守
・
真
田
源
太
左
衛
門
、
度
々
の
合
戦
に

相

付

て

其

名

を

得

た

る

者

か

入

替

々

々

面

も

ふ

ら

す

責

戦

て

返
（
か
え
す

事
こ
と
）

な

き

所

に

鉄

砲
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に
当
て
場
も
去
ら
す
討
死
し
け
れ
ハ
、
勝
頼
御
覧

し
て
、
馬
場
美
濃
・
山
縣
三
郎
兵
衛
か
討
死
の
上
ハ

合
戦
ハ
見
へ
た
り
、
と
思
召
処
に
、
其
外

悉
こ
と
〳
〵
く

む ※

ね

と

の

兵

共

討

死

を

し

け

れ

ハ

、

即

乱

て

敗

軍

す

る

、

勝

頼

ハ

何

事

な

く

引

退

給

ふ

、

是

よ

り

追

詰

給

ハ

ヽ

甲

斐

国

ま

て

可

治

に

、

信

長

は

勝

て

か

ふ

と

の

緒

を

し

め

よ

と

被

仰

也

奥

平

作

州

・

同

九

八

郎

を

被

召

出

、

今

度

ハ

比

類

な

き

城

を

持

其

覚

は （

く 莫

た 大

い ）

也

、

と

御

感
な
り
、
大
久
保
七
郎
右
衛
門
・
同
次
右
衛
門
を
召
出

し

給

ひ

、

今

度

の

武

者

遣

ひ

無

比

類

、

汝

共

か

武

者

遣

・

懸

引

、

足

軽

の

遣

様

に

て

我

等

ハ

習

を

得

た

り

、

皆

々

も

左

様

に

可

心

得

也

家

康

と

申

合

て

兄

弟

の

様

に

仕

候

て

は

両

人

向

ふ

な

ら

ハ

天

下

ハ

手

の

内

に

治

む

へ

し

今
度
の
合
戦
ハ
一
大
事
成
へ
し
、
と
思
ひ
候
へ
は

人
数
多
少
に
よ
る
へ
か
ら
す
、
只
人
也
、
汝
共
か

懸

引

故

に

軍

に

勝

た

り

、

と

被

仰

、

殊

の

外

の

御

感

な

り

、

そ

れ

よ

り

引

入

給

ふ

家

康

へ

今

度

の

御

礼

と

し

て

安 ※

土

へ

御

越

し

有

、

其

時

、

御

供

の

衆

、

白

砂

に

伺

公

し

て

有

所

へ

信

長

御

出

有

て

、

ひ

け

ハ

来

ぬ

か

と

被

仰
候
、
其
時
、
江
原
孫
三
郎
罷
出
候
へ
ハ
、
い
や
〳
〵

長

篠

に

て

の

鬚 ひげ

か

事

と

被

仰

、

七

郎

右

衛

門

は

御
供
に
不
参
、
大
久
保
次
右
衛
門
罷
出
る
、
扨
、
汝
か

事

也

、

長

篠

に

て

の

走

廻

り

手

柄

と

言

に

お

よ

は

す

、

汝

共

程

の

者

を

我

等

不

持

候

、

今

度
ハ
辛
労
仕
候
と
て
御
小
袖
を
被
下
、
治
右
衛
門
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時

の

面

目

ほ

と

こ

し

罷

立

也

家

康

、

そ

れ

よ

り

御

か

へ

り

な

り

天
正
三
乙
亥

年
、
二
俣
へ
押
寄
給
ひ
て
毘
沙
門
堂
・

平

葉

山

・

ミ

な

原

・

わ

た

か

嶋

に

取

出

を

被

成

二
俣
は
大
久
保
七
郎
右
衛
門
に
被
下
候
故
、
見
な
原

の

取

出

に

罷

あ

り

候

也

高

明

の

城

へ

押

寄

給

ひ

て

大

手

の

二

王

堂

口

へ

本

多

平

八

郎

・

榊

原

小

平

太

其

外

押

寄

け

り

、

御

旗

本

ハ

横

川

へ

移

ら

セ

給

ひ

て

鏡

山

へ

押

上

給

ひ

て

、

其

よ

り

城

へ

詰

入

程

に
、
城
に
ハ
朝
比
奈
又
太
郎
か
有
け
る
か
、
降
参
を

乞

ハ

命

を

助

て

遣

し

給

ふ

、

同

年

、

二

俣

も

落

城

な

り

天

正

四
丙

子

年

七

月

、

犬

井

へ

御

働

有

て

た
る

（
垂
る
）

山

の

城

を

責

取

、

其

よ

り

か

つ

坂

へ

押

寄

給

へ

ハ

塩
（
塩

見

坂 坂）
を
持
て
入
立
さ
れ
は
、
大
久
保
七
郎
右
衛
門
に

石

か

峯

へ

上

り

て

か

さ

よ

り

追

崩

セ

と

御

意

候
へ
は
、
御
請
を
申
、
七
郎
右
衛
門
石
坂
へ
か
へ
り
け
れ

は
、
天
野
宮
内
右
衛
門
叶
は
し
と
思
ひ
て
塩
坂
・

か
つ
さ
か
、
あ
け
て
し
ゝ
が
は
な
へ
移
り
て
引
退
也

天 ※

正

五

丁

丑

年

、

諏 ※

訪

の

原

の

城

を

責

給

ひ

て

頓
而

責

取

給

ふ

也

天

正

五

年

、

北

山

の

城

を

押

よ

セ

て

責

給

ふ

処

に

、

勝

頼

ハ

後

詰

被

成

、

三

万

余

に

て

出

馬

有

之

、

は

や

大

井

川

を

一

備

二

備

越

候

へ

ハ

、

城

を

ま

け
（

巻

）

ほ

く

し

て

引

退

給

時

い ※

ろ

ふ

さ

き

ま

て

ハ

敵

に

向

給

ふ

程

ゟ

信

康

何

と

も

不

被

仰

し

て

退

せ

ら

れ

（
一
五
七
六
）

（
一
五
七
七
）
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給
ふ
か
、
い
ろ
ふ
さ
き
よ
り
敵
を
跡
へ
な
す
と
き

信
康
の
仰
に
ハ
、

上
様
先
御
退
れ
候
へ
、
我
等
跡

よ
り
静
ニ

退
可
申
、
と
被
仰
候
へ
ハ
、
上
様
ハ
、
セ
か
れ

先

退

と

仰

ら

る

ゝ

、

御

親

を

跡

に

仕

、

子

の

身

と

し

て

御

先

へ

の

く

事

可

有

御

座

候

哉

、

と

お

ゝ

セ

ら

る

、

大

殿

ハ

セ

か

れ

不

謂

事

を

申

物

か
な
、
疾
く
退
候
へ
、
と
被
仰
、
信
康
ハ

千
（

ち

た

度
び

も

百
も

た

度
び

）

被
仰
候
共

於
（

我

等

我
に

お

い

等
て

は

）

ハ
退
申
間
敷
、
と
仰
切
給
ふ

所

へ

酒

井

左

衛

門

尉

、

敵

に

押

立

ら

れ

て

来

る

上
様
御
諚
ニ

左
衛
門
尉
聞
候
へ
、
セ
か
れ
に
退
候
へ
と

被
仰
候
へ
ハ
、
一
円
退
間
敷
由
申
候
也
、
と
被
仰
候
へ
ハ

左

衛

門

尉

聞

之

、

何
茂

の

衆

と

ゝ

か

さ

る

事

申

さ

れ

候

、

我

等

不

知

と

申

て

か

ま

い

な

し

に

退

け

れ

ハ

、

其

時

上

様

引

退

セ

給

ふ

、

セ

か

れ

し

つ

〳
〵

と

見

合

て

退

給

へ

、

と

被

仰

け

り

信

康

ハ

御

跡

を

ミ

た

さ

す

し

つ

〳
〵

と

引

退

セ
給
へ
ハ

上
様
、
台
へ
御
上
り
て
跡
を
御
覧
し

て

、

日

本

一

の

大

将

哉

、

勝

頼

十

万

騎

に

て

来

る

共

手

出

候

事

成

間

敷

也

、

あ

ら

心

易

や

、

と

た ※

か

ら

に

被

仰

退

せ

給

ふ

な

り

、

勝

頼

も

川

お
（

を

）

は

不

越

、

川

を

越

た

る

人

数

も

引

上

て

退

給

ふ

な

り

上

様

も

す

わ

の

原

へ

入
セ
給
ふ
、
其
よ
り
御
馬
、
浜
松
ヘ
入
也

天

正

五
丁

丑

年

、

信

康

の

御

前

様

と

御

中

不

和

に
候
へ
共
、
御 ※

姫
君
ハ
二
人
出
来
也
、
其
儀
ニ

付
て

色

々

の

事

あ

り

、

お

ふ

う

上 ※

臈

と

申

ハ

御

前

様

の
上
臈
の
お
か
た
也
、
年
比
ハ
三
十
の
内
外
、
形
ハ

つ

く

〳
〵

女

な

し

、

其

上

酒

井

左

衛

門

尉

心

を

（
一
五
七
七
）
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く

れ

思

ひ

あ

は

す

る

事

限

な

し

、

其

故

に

御

前

様

へ

取

入

て

御

用

等

ハ

何

事

成

共

被

仰

付

な
り
、
後
に
ハ
お
ふ
う
上
臈
を
御
か
く
し
候
て
左
衛
門

尉
所
へ
さ
い
〳
〵
に
御
使
に
被
遣
候
へ
ハ
、
御
前
様

を

御

う

し

ろ

か

け
ニ

て

も

大

事
ニ

左

衛

門

尉

あ

ふ

き

申

事

ハ

か

き

り

な

し

、

信

康

、

御

前

様

と

御

中

弥

（
い
よ
い
よ
）

悪

敷

御

座

候

也

、

左

衛

門

尉

不

届

を

信

康

も

被
（

聞

及
召

し

聞
及

ば

召
る

）

か

と

其

時

分

申

け

り

程

過

て

石

川

長

門

守

、

京

に

て

目

か

け

を

置
候
へ
ハ
、
不
知
し
て
彼
、
上
ら
ふ
の
お
か
た
を

置

候

得

は

家

康

も

内

々

聞

召

て

御

座

候

な
り
、
長
門
守
被
相
果
候
時
、
子
息
其
腹
に
て
ハ

な
く
候
へ
と
も
、
其
子
か
と
思
召
候
て
、
石
川
安
芸
守

事

を

被

仰

出

候

て

、

跡

は

不

立

也

、

御

前

様

よ

り

信

康

を

さ ※

ゝ

へ

給

て

十 ※

二

ヶ

条

の

書

付

を

被

成

候

て

、

酒

井

左

衛

門

尉

に

持

セ

給

ひ

て

信
長
へ
遣
シ
給
ふ
、
信
長
、
左
衛
門
尉
を
引
向
て

書
物
を

披 ひら

き
一
々
に
是
ハ
い
か
ゝ
と
御
尋
候
へ
ハ

左

衛

門

尉

ハ

中

々

存

知

候

事

也

、

と

申

け

れ

ハ

又
、
是
ハ
と
被
仰
候
へ
ハ
、
其
儀
も
存
知
候
と
申

上
候
へ
ハ
、
二
ヶ
条
を
か
く
し
て
被
仰
候
ハ
、
左
衛
門
尉

何

と

思

ひ

候

そ

家

康

の

た

め

に

ハ

ひ

と

り

子

、

武

辺

の

道

ハ

家

康

に

も

お

と

ら

す

、

其

上

我

々

聟

也

、

何

方

へ

も

押

込

て

置

な

ら

ハ

さ

ほ
と
の
事
ハ
有
間
敷
、
と
思
ふ
也
、
此
儀
ハ
何
と

談
合
也
、
有
の
ま
ゝ
に
申
上
候
へ
と
被
仰
け
れ
は

酒

井

申

上

候

ハ

、

御

意

の

上

に

て

御

座

候

家

康

の

為

に

独
ひ
と
り

子

、

乍

恐

御

聟

殿

に

て
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候
へ
共
、
有
ま
ゝ
に
申
上
候
へ
と
被
仰
出
候
後
に
、
武
辺

の

道

ハ

日

本

に

ハ

御

座

有

間

敷

候

、

人

お

も

ひ

付
事
降
面
（
雨
カ
）

の
こ
と
く
也
、
若
者
に
て
候
へ
ハ
心
さ
へ

調
（
マ
マ
）

り

候

ハ

ヽ

、

御

前

様

家

康

の

た

め

何

も

御
座
候
ハ
ん
や
、
此
人
短
慮
成
事
ハ
主
親
（

君

カ

）

成

共
敵
に
成
事
は
や
〳
〵
御
座
候
ハ
ん
や
、
如
此
ハ

申
上
候
へ
共
、
御
前
様
御
分
別
次
第
也
と

家

康

も

申

さ

れ

候

也

、

御

夫

婦

様

よ

り

被

仰

付
候
ハ
、
如
此
也
と
申
候
へ
ハ

家
の
家
老
か

悉
こ
と
〳
〵
く

知
上
ハ

疑
う
た
か
い

な
し
、
助
て
も
悪
、
此
分
な
ら
ハ
と
て

も
物
に
ハ
成
間
舖
候
也
、
早
々
腹
を
切
せ
給
へ
、
と

家
康
へ
可
申
、
と
被
仰
候
へ
ハ
、
左
衛
門
尉
御
請

を

申

て

罷

帰

時

、

岡

崎

ヘ

ハ

不

寄

し

て

直
ニ

浜
松
へ
通
り
候
へ
ハ
、
信
康
、
頓
而

御
心
得
候
て
是
非
ニ

不
及
、
と
被
仰
な
り
、

家
康
へ
此
由
左
衛
門
尉

申
上
候
へ
ハ
、
聞
召
て
、
不
及
是
非
次
第

（

是

非

に

及

ば

ず

次

第

）

也
、
信
長
に

恨

な

し

、

高

き

も

賎

も

子

の

不 （不

便
憫

な

成
る

こ

事 と）

ハ

な

に

に

も

た

と

へ

か

た

き

ハ

同

前

な

り

、

殊

更

武
辺
の
心
懸
ハ
有
之
也
、
十
ケ
条
迄
披
き
、
一
々

尋
給
ふ
に
、
少 （少

成 しな

共 りと

不 も知

知 らず

由 由）
申
候
ハ
ヽ
、
信
長
も

ケ

様

に

ハ

仰

有

間

敷

を

、

一

々

に

存

知

候

と

申

た

る

に

依

て

ケ

様

に

被

仰

付

也

、

三

郎

を

ハ

左
衛
門
尉
か
さ
ゝ
ゑ
に
依
て
腹
を
切
す
る
也
、
我

も
大
敵
を
以
、
信
長
お
（
を
）
後
に
当
て
有
上
は

信
長
を
背
て
成
か
た
し
、
是
非
に
不
及
、
と
被
仰

候

処

に

、

平

岩

主

計

罷

出

て

申

上

候

ハ

、

聊 ※

爾

に

御

腹

を

切

せ

参

セ

て

ハ

必

御

後 こう

悔
く
わ
い

可

被

成

、

然

は

某

御

守

り

に

奉

付

候

へ

ハ

、

何
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事

を

も

某

の

咎

に

御

作

立

徒

者

（
い
た
ず
ら
も
の
）

に

被

成

某

か

首

を

取

セ

給

ひ

て

信

長

へ

急

被

指

上

候
ハ
ヽ
、
其
時
、

誰
（
唯
カ
）

御
頼

家
康
も
独
子
ニ
而

御
座

候
間
、
不
便
に
可
被
存
、
と
申
上
候
ハ
ヽ
、
信
長
も
某
か
首

の

参

候

と

聞

召

給

ハ

ヽ

、

儀 ※

た
（
け
）

ん

の

和

く

事

も

可

有

之

候

、

兎
（
と
に

角
か
く
）

某

か

首

を

一

時

も

は

や

く

被
差
上
候
へ
、
と
思
ひ
入
て
、
重
而

差
詰
申
上
候
へ
ハ

主

計

か

申

所

尤

也

、

忝

こ

そ

候

へ

、

能

案

し

て

見

よ

、

我

も

国

に

は

ゞ

か

る

程

の

独

子

を

持

て

殊

更

武

辺

の

道

ハ

我

に

増

也

、

我

か

跡

を

継

セ
ん
と
心
安
お
も
ひ
て
有
に
、
ケ
様
ニ

先
立
候
ハ
ん

事
、
日
本
の
恥
と
言
、

如

何

計

（
い
か
ば
か
り
の
）

迷
惑

不

過

之

（
こ
れ
に
す
ぎ
ざ
り
）

候

勝
頼
と
言
大
敵
を
か
ゝ
へ
て
有
な
れ
は
、
信
長
を

後

に

当

ね

は

不

叶

事

な

れ

ハ

、

信

長

に

そ

む

き

て

ハ

不

成

也

、

其

上

汝

を

切

て

首

を

遣
し
て
三
郎
か
命
だ
に
な
か
ら
へ
ハ
、
汝
か
命
を

も
ら
ハ
ん
す
れ
共
、
左
衛
門
尉
か
さ
ゝ
へ
の
上
は

何

と

し

て

も

成

間

敷

よ

、

汝

を

も

無
（
な
く
）

し

て

は

恥

の

上

の

恥

辱

な

り

、

三

郎

を

不

便
ニ

な

れ

共

岡

崎

出

せ

、

と

仰

有

て

岡

崎

を

御

出

被

成

、

大

は

ま

へ

御

越

有

、

其

よ

り

堀

江

の

城

へ

御

越

、

又

其

よ

り

二

股

の

城

へ

御

越

候

て

、

天

方

山

城

と

服

部

半

蔵

を

被

仰

付

て

天

正

五

丁

丑

年

、

御

歳

弐

十
ニ

て

十

五

日

に

御

腹

を

被

成

候

也

天

正

六
戊

寅

年

、

勝

頼

、

横

須

賀

へ

働

家

康

ハ

芝

原

へ

出

給

ひ

て

御

陳

を

張

セ

給

ふ

所

に

、

勝

頼

の

働

き

給

ふ

と

聞

召

て

横
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須

賀

へ

御

旗

を

寄

給

ふ

、

既

に

合

戦

も

有

り

と

見

へ

け

れ

共

、

勝

頼

も

無

構

退

給

へ

ハ

事

出

来

な

し

、

其

よ

り

上

様

も

芝

原

へ

御

引

候
而

御

陳

を

張

せ

給

ひ

て

、

勝

頼

ハ

廻

り

て

懸

川

の

筋

ゑ
被
出
か
と
て
、
大
久
保
七
郎
右
衛
門
・
本
多
豊
後
守
（
彦
次
郎
康
重
）

を

く （久

つ 津

へ 部）

へ

指

越

被

成

て

陳

を

取

せ

給

也

勝

頼

ハ

横

須

賀

よ

り

引

入

給

ふ

な

り

天

正

六
戊

寅

年

に

上

様

ハ

田

中

へ

御

働

な

さ

れ

候

て

と （

う
遠

目

め ）

の

下

に

御

陳

を

取

せ

給

ふ

勝

頼

は

き

セ

川

へ

出

て

北

條

氏

政

と

戦

陣

を

取

せ

給

ひ

し

か

家

康

、

と

う

め

の

下

に

御

陳

を

取

せ

給

ふ

由

を

聞

給

ひ

て

ゑ

つ

ほ
ニ

引

入

た

り

、

宇 ※

津

の

谷

を

行

て

田

中

の

城

に

移

り

て

跡

を

取

切

て

一

合

戦

し

て

果

す

へ

し

と

て

、

氏

政

へ

使

を

立

家

康

、

山

田

へ

働

き

と （

う
遠

目

へ ）

に

陳

を

取

て

有

之

由

承

候

間

、

明

日

、

爰

元

を

引

払

て

家
康
へ
向
ひ
可
申
候
、
御
し
た
ひ
候
ハ
ヽ
其
御
心
得

有
之
、
討
給
へ
、
又
、
合
戦
を
し
給
ハ
ん
と
思
召

給
ハ
ヽ
尤
也
、
可
仕
候
、
と
被
仰
入
、
陳
を
払
ひ

て

き

セ

川

よ

り

冨

士

川

へ

押

寄

給

へ

ハ

、

殊

の

外

水

出

け

れ

ハ

越

事

も

不

叶

処

に

家

康

ハ

夢

に

も

不

知

召

と

こ

ろ

へ

、

大

久

保

七

郎

右

衛

門

内

の

者

嶋

孫

左

衛

門

と

申

者

の

甥

に

越

後

と

申

出

家

、

府

中

よ

り

走

入

て

此

よ

し

を

申

上

け

れ

ハ

、

取

あ

へ

す

引

退

給

ふ

石

川

伯

耆

守

し ※

つ

は

ら

い

を

被

仰

付

な

り

持

舟

よ

り

出

て

討

け

る

所

を

取

て

か

へ

し
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て

山

へ

追

上

て

悉

討

取

、

其

時

、

松

平

石

見

と

酒

井

備

後

な

と

手

柄

と

申

、

ほ

め

候

也

上

様

ハ

大

井

川

を

引

越

給

ひ

て

諏

訪

の

城

ゑ

入

ら

せ

給

へ

ハ

、

勝

頼

も

お

し

か

け

て

田

中

の

城

へ

三

日

お

そ

き

故

何

事

も

な

し

同

年

、

高

天

神

に

向

ひ

て

大

坂

山

に

取

出

を

被

成

候

、

小

笠

山 やま

の

取

手

と

二

ツ

有

と

も

小

笠

山

ハ

此

前

に

被

成

御

取

手

也

天

正

己

卯

七

年

春

、

田

中

へ

御

働

有

て

苗

を
な
き
（
て
引
き
給
ふ

脱
カ
）

同

年

、

高

天

神

の

取

手

を

中

村

に

二

ツ

・

し

ゝ

か
は
な
・
な
ふ
か
坂
以
上
六
ツ
取
出
を
と
ら
セ
給
ふ
也

天

正

八

庚

辰

年

八

月

よ

り

高

天

神

へ

取

寄

給

ひ

て

四

方

に

深

く

広

く

堀

を

ほ

ら

セ

高

土

居

筑

、

高

屛

を

か

け

、

屛

に

ハ

つ

き

も

か

り

を

詰

、

堀

向

ひ

に

ハ

七

重

八

重

に

大

柵

を

付
、
一
間
に
備
壱
人
ツ
ヽ
の
御
宛
を
被
成
、
切
て
出
ハ

其

上

に

人

を

ま

し

給

ふ

御

手

立

を

被

成

候

へ

ハ

城

中

よ

り

ハ

鳥

も

か

よ

ハ

ざ

る

計

也

、

後

に

は

後

詰

の

た

め

と

し

て

広

く

ふ

か

く

大

堀

を

ほ

ら

セ

給

ひ

て

、

堀

の

こ

と

く

に

被

成

け

れ

共

是

程

取

寄

き

つ

く

被

成

候

事

は

不

審

に

存
知
候
へ
ハ
、
城
を
頓
而

可
渡
後
に
ハ
、
能
城
な
れ
ハ

誰

に

可

被

下

と

思

召

し

て

の

事

な

り

天

正

九
辛

巳

年

三

月

廿

二

日

の

夜

、

御

さ

け

す

ミ

の

こ

と

く

城

よ

り

切

て

出
而

悉

討

取

也

天

正

十
壬

午

年

春

、

木

曽

ハ

勝

頼

へ

手

替

（
て
が
わ
り
）

を

し

て

信

長

を

引

な

り

、

信

長

親

子

は

（
一
五
七
九
）
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高

東

へ

御

出

馬

有

て

、

高

東

の

城

を

責

め

と

り

給
ふ
、
勝
頼
は
諏
訪
へ
出
馬
あ
り
け
る
か
、
高
東

の

城

落

由

を

聞

給

ひ

て

、

甲

州

へ

引

入

給

へ

ハ

、

は

や

譜

代

の

者

共

も

悉

落

散

て

な

か

り

け

り

同 ※

年

の

春

家

康

ハ

駿

河

国

よ

り

入

給

へ

ハ

勝

頼

方

田

中

の

城

に

は

依

田

右

衛

門

督

か

持

、

鞠

子

の

城 ※

を

ハ

左

衛

門

か

持

、

藤

辺

の

城

を
ハ
朝
比
奈
か
持
、
久
野
城
を
ハ
寄
合
に
持
、
穴
山

は

味

方

に

成

た

る

と

ハ

申

せ

共

、

い

ま

た

江

尻

の

城

を

持

居

た

る

間

、

此

城

を

治

め

て

上

原

に

て

穴

山

と

御

対

面

有

て

、

穴

山

を

押

立

給

ひ

て

市

川

へ

御

付

有

て

御

陳

取

せ

給

へ

ハ

信

長

ハ

諏

訪

御

陳

を

取

せ

給

ふ

、

先

手

は

新

府

に

着

家

康

ハ

道

々

の

城

に

御

ひ

ま

を

つ

く

し

た

も

ふ

な

り

同
年
（
天
正
十
年
）

三
月
三
日
、
勝
頼
ハ
、
は
や
悉
御
内
の
衆

散

々

に

主

を

捨

て

落

行

ハ

、

御

前

を

引

連

給

ひ

て

郡

内

の

小

山

田

方

へ

可

有

御

越

と
て
、
小
山
田
八
左
衛
門
と
言
者
を
先
へ
差
遣
し

給
へ
ハ
、
小
山
田
も
心
替
し
て
よ
セ
不
申
、
八
左
衛
門

も

帰

り

不

来

、

供

し

た

る

者

共

も

ち

り

〳
〵

に

成

て

や

う

〳
〵

十

騎

廿

騎

引

退

け

り

勝
頼
、
天
も
く
山
へ
入
ら
ん
と
し
た
ま
へ
ハ
、
天
目

山

へ

ハ

御

譜

代

久

敷

あ （

ま
甘

利

り ）

甚

五

郎

・

大

熊

聟

舅

、

先

へ

入

て

手

替

を

し

て

矢

・

鉄

炮

討

懸

候

へ

ハ

、

叶

せ

給

は

て

御

前

と

御

曹

司

を

河

原

に

敷

皮 カハ

を

敷

て

や

す

ら

ハ

セ

給

ふ
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所
に
、
跡
よ
り
程
な
く
敵
追
懸
ぬ
れ
ハ
、
土
屋
惣
蔵

指
向
ひ
け
る
所
へ
、
跡
部
尾
張
、
爰
を
は
つ
し
て

落

行

を

、

惣

蔵

是

を

見

て

、

尾

張

に

今

初

め

ぬ

事

な

れ

と

も

落

行

そ

、

と

て

弓

に

て

射

け

れ

ハ

、

尾

張

か

た

ゝ

中

を

射

付

て

そ

の

ま
ゝ

臥 ふし

て
け
り
、
土
屋
、
其
よ
り
矢
た
は
ね
取
て

押

み

た

し

、

指

詰

引

つ

め

散

々

に

射

立

、

多

勢

を

亡

し

て

取

て

返

し

、

御

前

と

御

そ

は

の

女

房

達

に

御

暇

を

ま

い

ら

セ

、

勝

頼

と

御

曹

司

の

か （

い 介

し

ゃ 錯

く ）

申

て

其

身

も

腹

十

文

字

に

切

て

御

供

申

、

惣

蔵

か

有

様

、

古

今

も

有

間

敷

と

ほ

め

ぬ

者

ハ

な

し

、

其

後

、

勝

頼

御

親

子

の

し

る

し

を

信

長

の

御

目

に

か

く

れ

ハ

、

信

長

御

覧

し

て

、

日

本

に

か

く

れ

な

き

弓

取

な

れ

と

も

運

つ

き

ぬ

れ

ハ

、

如

此

成

給

ふ

物

哉

、

と

被

仰

也

、

扨

、

信

長

ハ

国

の

仕

置

を

被

成

候

て

上

野

を

ば

滝

川

伊

予

に

被

下

、

甲

斐

国

を

ハ

川

尻

与

兵

衛

に

被

下

、

駿

河

を

家

康

へ

被

遣

て

、

冨

士

一

見

と

被

仰

て

女

坂

垣

坂

を

越

給

ひ

て

駿

河

へ

御

出

、

根

方

を

廻

り

給

ひ

て

遠

州

・

参

河

へ

御

出

帰

国

な

り

家

康

も

今

度

の

御

礼

と

し

て

安

土

へ

御

越

信
長

家
康
と
御
連
立
、
都
へ
上
り
給
ふ
、
信
長

の

仰

に

ハ

、

家

康

ハ

堺

へ

御

越

有

て

堺

を

見

物

被

成

候

へ

、

と

仰

け

る

に

依

て

堺

へ

御

越

明

知

日

向

守

は

信

長

の

取

立

物

に

て

丹

波

を

給

ハ

り

有

し

か

、

俄

に

逆

心

を

企

、

丹

波

よ

り

夜

中

に

本

能

寺

へ

押

寄

て

信

長

に

腹
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を
切
せ
申
也

家
康
、
此
の
由
を
頓
而

聞
召
、
伊
賀
国

ゑ

懸

り

退

せ

給

ふ

、

信

長

は

先

に

伊

賀

国

を

切

取

セ

ら

れ

け

る

時

、

伊

賀

の

者

共

を

な

て

切

に

被

成

候

、

国

々

へ

落

た

る

者

迄

も

引

寄

御

成

敗

被

成

候

、

参

河

へ

落

来

る

者

共

は

皆

々

御

か

く

し

候

て

御

成

敗

な

く

し

て

御

扶

持

を

被

下

け

る

、

穴

山

梅

雪

ハ

家

康

を

奉

疑

て

御

跡

に

さ

か

り

て

被

参

候

を

、

郷

人

出

て

打

殺

也

、

家

康

ハ

伊

賀

の

者

と

も

御

念

比

故

、

送

り

奉

て

白

子

よ

り

御

舟

に

召

て

上 （大

野 浜）

へ

上

り

給

ふ

由

聞

て

、

各

御

迎

に

参

、

岡

崎

へ

御

供

申

也

同
年
（
天
正
十
年
）
、

家
康
公
、
古
府
中
被
成
御
座
、
明
の

日

は

や

新

府

へ

移

ら

セ

給

ひ

ぬ

、

然

と

ハ

申

セ

共

家

康

の

御

人

数

ハ

八

千

ゟ

外

は

な

し

と

申

セ

と

も

、

日

夜

戦

に

北

條

氏

真

氏
直
の
書
違
カ

四

万

三

千

の

敵

に

一

度

も

つ

ら

を

出

さ

セ

す

新

府

中

へ

参

候

敵

の

首

共

を

見

物

場

に

懸

給

へ

ハ

、

氏

真

方

、

是

を

見

て

帰

り

、

氏

真

ゑ

申

上

け

る

ハ

、
何

首

や

ら

ん

こ

と

〳
〵

く

懸

て

候
、
と
申
せ
は
、
見
て
可
参
由
仰
け
れ
ハ
、
見
て

帰
り
、
是
ハ
我
等
親
、
是
ハ
兄
・
甥
・
従
弟
・
伯
父

な

と

ゝ

首

を

た

き

か

ゝ

へ

て

か

な

し

ミ

け

り

氏

直

聞

召

て

驚

給

ひ

、

は

や

無

事

を

作

て

互

に

引

退

へ

し

、

と

無

事

を

し

給

ふ

郡

内

と

作

の

郡

を

渡

し

可

申

候

間

、

沼

田

を

此

方

へ

御

返

し

有

て

無

事

に

被

成

候

へ

と

仰
せ
け
れ
ハ
、
其
儀
に
お
ゐ
て
ハ
尤
可
然
、
と
仰
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ら

れ

候

て

無

事

に

成

て

郡

内

を

御

請

取

、

其

上

氏
直
ハ
の
へ
山
に
懸
り
、

作
（
佐
久
）

の
郡
へ
出
給
ひ
、
笛
吹

峠
（
碓
氷
峠
）

を
越
て
上
野
へ
出
た
ま
い
、
引
入
給
ふ

家

康

も

甲

斐

国

を

治

給

ひ

て

御

馬

ハ

入

成

其
よ
り
大
久
保
七
郎
右
衛
門
を
被
仰
付
て
、
作
の
郡

ゑ
遣
さ
れ
け
り
、
七
郎
右
衛
門
ハ
御
請
を
申
て
午
の

九

月

、

新

府

を

立

て

か

ち

か

原

に

て

諏

訪

へ

使

を

立

て

、

諏

訪

を

引

付

て

ゑ

ん

の

行

者

へ

出
、
其
よ
り

あ
（

蘆

し 田

た の

小 小

原
屋

）

へ
行
け
れ
ハ
、
野
沢
の

城

を

焼

払

て

返

り

候

事

に

、

其

城

へ

う

つ

り

て
有
に
、
四
方
一
里
二
里
の
内
に
小
堀
（

城

）

屋
舖

城

共

十

二

三

有

、

小

室

の

城

・

ね

津

古

屋

・

望

月

あ

な

ご

や

・

内

山

の

城

・

岩

尾

の

城

・

見

取
の
城
・
柏
木
の
城
・
ひ
ら
は
ら
（
平
原
）

の
城
・
田
の
口

岩
田
村
の
城
・
う
ミ
の
口
・
平
尾
の
屋
敷
・
し
ろ

あ

ら

こ

の

屋

敷

城

、

此

城

中

へ

す

り

入

て

四

方

へ

取

合

て

、

其

内

に

爰

か

し

こ

を

引

付

け

り

、

先

岩

村

田

を

引

付

て

よ

り

午

の

年

の
内
に
大
方
引
付
て
、
未
の
年
、
依
田
右
衛
門
ハ

岩

尾

城

を

乗

取

ら

ん

と

て

押

寄

て

乗

入

処

に

、

弟

次

右

衛

門

・

源

次

郎

鉄

炮

に

あ

た

り

て

打

死

し

け

る

、

爰

に

て

ハ

皆

々

手

に

逢
た
る
也
、
未
の
年
こ
と
〳
〵
く
城
共
取
治
る
也

天
正
乙

申

十
二
年
の
春
、
上
田
の
城
七
郎
右
衛
門
取
テ

眞

田

に

渡

し

け

り

、

同

年

、

関

白

殿

よ

り

尾

張

内

府

に

腹

切

せ

給

ハ

ん

と

被

成

候

、

其

時

よ

り

家

康

を

御

頼

候

と

被

仰

候

に

付

、

是

非

共

に

見 ※

つ

き

可

申

、

と

也

、

関

白

殿

ハ

む

こ

き

事

イ
甲
（
一
五
八
四
）
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仰
候
も
の
哉
、
柴
田
勝
家
・
三
七
殿
を
引
申
た
れ
は

柴

田

と

し

つ
カ

嶽

に

て

合

戦

し

て

、

柴

田

を

た
や
し
て
、
後
に
ハ
三
七
殿
を
野
間
の
う
つ
ミ
に

御
座
候
を
現
在
の

主

成

（
あ
る
じ
な
る
）

に
、
殊
更
木
の
下
殿
ハ

草

履

取

成

を

信

長

取

立

、

重

恩

の

主

君

を

奉

討

、

む ※

か

し

の

長

田

に

少

も

違

な

し

又

、

内

府

を

ハ

、

関

白

殿

、

是

非

守 もり

立

可

申

と

被

申

候

間

、

世

上

も

静

謐

に

可

成

か

と

思

へ

ハ

内

府

に

又

腹

を

切

せ

可

申

と

ハ

不

得

心

是

非

見

継

申

さ

ん

、

と

仰

け

れ

ハ

、

早

関

白

殿

十

万

余

騎

に

て

う （

る
鵜

沼

ま ）

を

越

て

犬

山

へ

押

出

て

小

巻
（
牧
）

山

を

取

ら

ん

と

し

た

ま

ふ

所

に

家

康

は

や

く

懸

給

ひ

て

小

巻

山

へ

よ

セ

給
へ
ハ
、
関
白
殿
、
手
を
失
ひ
給
、
お （

く
大

口

ち ）

・
か （

く 楽

て 田

ん ）

に

諸

勢

ハ

陳

取

て

一 （一

町 丈）

計

に

高

土

手

を

筑 つき

、

其

内
に
陳
取
也
、
小
巻
山
に
ハ
柵
を
さ
へ
付
給
ハ
す

し

て

か

け

は

な

ち

に

陳

取

給

ふ

、

土

手

の

き

わ

ま

て

家

康

方

よ

り

懸

付

々

々

し

て

十

万

余

の

人

数

に

面

影

に

て

も

さ

ゝ

せ

す

也

岡

崎

へ

押

寄

て

城

を

取

物

な

ら

ハ

、

小

巻

山

を

保

事

成

間

舖

、

と

て

三

好

孫

七

郎

殿

を

将

と

し

て

池

田

少

入

・

森

庄

蔵

・

長

谷

川

藤

五

郎

・

堀

久

太

郎

其

外

三

万

余
ニ

而

来
ル

也

天
正
十
二
乙
申

年
卯
月
八
日
に
、
お
く
ち
・
か
く
て
ん
を

立

て

岩

崎

へ

出

て

一

時

の

内

に

城

を

責

取

て

勝

時

作

て

有

け

る

所

へ

家

康

、

三

河

へ

敵

か

向

と

聞

召

て

、

其

儀

な

ら

は

人

数

を

御

越

候

ハ

ん

、

と

被

仰

て

水

野

惣

兵

衛

・

榊

原
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式
部
大
輔
・
大
須
賀
五
郎
左
衛
門
・
本
多
豊
後
守
親
子

其
外
を
被
指
遣
け
る
所
に
、
程
な
く
三
好
孫
七
郎

に

押

寄

て

合

戦

を

し

て

切

崩

し

、

岩

崎

を

さ

し

て

追

討

に

討

け

る

所

に

、

堀

久

太

郎

・

長

谷

川

藤

五

郎

、

岩

崎

の

城

を

責

取

て

き

お

い

て

居

所

へ

追

か

け

け

れ

ハ

、

散

々

に

乱

て

有

処

に

、

ま

た

其

よ

り

追

返

さ

れ

て

小
畑
ま
て
う
た
れ
け
る
所
に
、
小
牧
山
ニ

織
田
内
府

と
酒
井
左
衛
門
の
尉
・
石
川
伯
耆
守
・
本
多
中
務

其

外

の

衆

を

御

置

候

て

家

康

ハ

御

旗

本

衆

井

伊

兵

部

少

輔

計

、

以

上

雑

兵

三

千

余

に

て

跡

よ

り

追

詰

給

ふ

と

こ

ろ

に

、

悉

く

小

畑

を

さ

し

て

逃

入

を

御
覧

し

て
（

家

康

）

押

寄

給

ふ

所

へ

池

田

少

入

と

森

庄

蔵

と

家

康

へ

向

け

る

に

押

合

て

合

戦

也

、

其

時

に

、

平

松

金

一

郎

と

鳥

居

金

二

郎

と

両

人

か

鑓

を

合

て

無

程

敵

敗

軍

し

て

、

池

田

少

入

を

永

井

右

近

討

森

庄

蔵

を

本

多

八

蔵

か

討

と

い

へ

と

も

儀

定

ハ

な

し

、
（

家

康

）

其

よ

り

三

万

余

の

敵

を

切

崩

し

給

ひ

て

悉

追

打

に

し

給

ひ

て

、

急

き

人

数

を

引

上

て

小

畑

の

城

へ

引

入

給

ふ

所

に

関
白
殿
ハ
お
ぐ
ち
・
か
く
て
ん
に
て
此
由
聞
召
候
而

急

龍

仙

寺

ま

て

押

出

し

給

へ

共

家

康

御

目

の

き

か

セ

ら

れ

た

る

御

武

辺

第

一

の

名

大

将

な

れ

は

、

其

旨

を

思

召

た

る

間

早

々

取

廻

し

て

手

は

や

く

小

畑

の

城

へ

引

入

せ

給

ふ

、

関

白

殿

被

出

候

時

ハ

、

此

度

実

否

の

合

戦

な

り

、

と

思

召

候

へ

共

心

な

ら

す
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に

て

左

と

右

と

に

思

ふ

者

共

は

う

た

セ

、

是
ニ

而

は

無

念

也

、

と

て

龍

仙

寺

ま

て

押

出

し

給

へ

ハ

は

や

小

畑

の

城

へ

引

入

給

ふ

事

、

天

下
ニ

て

ハ

名

大

将

と

申

者

ハ

是

三

人

也

、

景

虎

・

信

玄

・

家

康

也

、

弓

矢

の

功

の

入

た

る

家

康

へ

我

ハ

人

数

十

万

持

た

る

と

心

得

有

程

に

、

何

と

し

て

も

合

戦

ハ

勝

ん

と

思

ひ

て

今

度

趣
（
赴
）

候
へ
ハ
、
能
者
共
ハ
う
た
れ
利
ハ
な
し
、
二
十
万

三
十
万
有
共
可
勝
と
ハ
思
ハ
す
也
、
八
千
の
人
数

に

て

ケ

様

に

成

事

ハ

合

戦

の

道

ハ

能

知

ら

れ

候

、

凡
（
ぼ
ん

夫 ふ）

に

て

ハ

な

く

候

、

と

て

手

を

失

ひ

給

ふ

也

、

小

牧

山

に

残

る

酒

井

左

衛

門

尉

申

け

る

ハ

、

関

白

殿

押

て

出

け

れ

ハ

小

畑

筋

の

事

を

無

心

許

存

れ

ハ

、

是

よ

り

二

重

堀

を

押

や

ふ

り

て

悉

陳

屋

に

火

を

懸

ケ

て

焼

払

ふ

な

ら

ハ

、

関

白

殿

敗

軍

可

有

と

進

ミ

給

へ

共

、

其

比

よ

り

石

川

伯

耆

守

ハ

関

白

殿

ゑ

心

の

有

間

、

其 その

義

不

可

然

と

て

、

一

円

に

す

ゝ

ま

さ

れ

は

、

左

衛

門

尉

腹

立

け

れ

と

も

是

非

な

し

、

本

多

中

務

も

伯

耆

守

す

ゝ

ま

ぬ

躰
（
て
い
）

を

見

て

腹

立

、

我

ハ

小

畑

へ

御

迎

に

参

ら

ん

、

と

て

五

百

計

に

て

関

白

殿

の

備

の

下

を

押

て

通

り

け

る

時

に

、

花

々

し

き

足

軽

セ

り

合

被

仕

候

て

、

小

畑

の

城

へ

行

て

御

供

を

し
て
小
牧
山
へ
参
る
、
敵
味
方
、
共
に
本
多
中
務

を
ほ
め
け
り
、
関
白
殿
も
お
く
ち
・
か
く
て
ん
へ

引

入

給

ふ

、

お

く

ち

・

か

く

て

ん

を

引

払

て

す

の

ま

た

越

て

い

も

う
（

今

尾

）

へ

働

き

給

ふ
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家

康

ハ

し （

け 茂

ん 吉

し ）

へ

押

出

し

給

ふ

、

そ

れ

よ

り

清
須
へ
御
馬

か （被
いㇾ

り 入）

、
関
白
殿
ハ
い
も
う
の
城
を

水

責

に

し

て

、

其

内

か

に

江

の

城

に

て

前

田

与

十

郎

か

別

心

を

し

て

、

滝

川

を

引

入

け

る

所

に

家

康

、

此

由

聞

召

て

、

時

刻

う

つ

し

て

叶

間

敷

と

被

仰

、

急

取

寄

給

ひ

て

、

我

お

と

ら

し

と

か

け

付

け

る

天

正

十

二
乙

申

年

卯

月

十

三

日

、

か

に

江

の

城

ハ

塩

の

指

引

所

な

れ

ハ

、

細

道

一

筋

に

て

脇

へ

行

へ

き

様

も

な

け

れ

共

家

康

の

御

勢

ひ

と

つ

を

以

、

則

無

程

乗

付

け

る

、

滝

川

も

叶

は

し

と

思

ひ

て

城

の

内

よ

り

舟
ニ

乗

、
か

ら

〳
〵

命

助

か

り

て

江

口

を

さ

し

て

逃

行

、

前

田

与

七
（
十
）

郎

も

ひ

と

こ

ら

へ

こ

ら

へ

て

見

て

あ

れ

共

つ

よ

く

セ

め

ら

れ

て

叶

は

し

と

思

ひ

て

妻

子

を

一

舟
ニ

打

の

せ

、

江

口

を

さ

し

て

逃

行

と

も

の

が

れ

へ

き

や

う

に

あ

ら

す

し

て

、

江

口

に

て

女

房

子

共

不

残

打

こ

ろ

さ

れ

て

、

塩

に

浮

ひ

て

そ

有

け

る

、

関

白

殿

ハ

い

も

う

の

城

を

水

責

に

し

て

、

其

よ

り

伊

勢

へ

廻

り

、

桑

名

の

上

な

る

山

に

陳

取

給

ふ

所

に

、

家

康

ハ

清

須

よ

り

桑

名

へ

移

ら

セ

給

ひ

て

松

カ

嶋

へ

服

部

半

蔵

を

被

指

遣

て

、

白

子

へ

出

給

ひ

は
（

浜

ま 田

た ）

と

四

日

市

場

に

付

城

を

被

成

給

ひ

て
引
入
給
ふ
な
り
、
関
白
殿
も
其
ゟ
引
入
給
ふ
也

天
正
十
四
丁

戌

年
、
尾
張
内
府
ハ

家
康
へ
御
沙
汰

な

く

し

て

関

白

殿

へ

無

事

を

作

り

給

ふ

に

関

白

殿

よ

り

し

て

家

康

の

御

方

へ

（
一
五
八
四
）

（
一
五
八
六
）
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内

府

と

は

や

無

事

ニ

被

成

候

間

家

康

も

無

事
ニ

被

成

候

へ

、

と

被

仰

越

候

処

に
、
御
返
事
に
、
尤
の
義
也
、
内
府
に
被
頼
候
へ
ハ

こ

そ

手

切

ハ

申

也

、

内

府

さ

へ

一

味

被

申

候
ハ
ヽ
我
等
に
お
ゐ
て
ハ
子
細
な
し
、
と
被
仰
遣

候

得

は

、

其

儀

に

お

ゐ

て

ハ

忝

候

、

別
而

可

申

合

た

め

な

れ

ハ

、

我

等

の

妹

を

可

進

候

、

と

て

其

定

を

被

成

て

、

天

正

十

四

戌

年

、

頓
而

御

輿

を

入

給

ひ

ぬ

天

正

十

八
辛

寅

年

三

月

廿

八

日

、

小

田

原

陳

也

其

年

家

康

、

関

東
江

御

国

替

也

天

正

十

九
壬

卯

年

七

月

、

関

白

殿

大

将

と

し

て

奥

州

陳

有

、

家

康

の

御

旗

ハ

岩

手

沢

に

立

、

奥

州

も

悉

治

り

て

、

関

白

殿

ハ

板

屋

越

を

被

成

候

て

米

沢

へ

入

給

ふ

家

康

も

米

沢

へ

御

越

、

関

白

殿

と

夫

よ

り

御

帰

国

也

文

録
（
禄
）

元
辰

年

、

朝

鮮

陣

也

家

康

も

御

供

也

慶

長

五
庚

子

年

九

月

十

五

日

、

関

ヶ

原

陳

也

同

年

九

月

十

七

日

、

落

城

也

な

り

慶

長

十

九
甲

寅

年

、

大

坂

冬

の

陣

也

元

和

元
乙

卯

年

五

月

六

日

・

七

日

、

大

坂

御

合

戦

家

康

公

、

皆

勝

給

ふ

な

り

宝
暦
七
丁

丑

年
二
月
写
之
畢

□

（
一
七
五
七
）

（
一
五
九
二
）

（
一
六
〇
〇
）

（
一
六
一
四
）

（
一
六
一
五
）

（
一
五
九
〇
）


